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● 那覇第２地方合同庁舎３号館が完成
　～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～
● 最盛期を迎える首里城正殿復元工事（その２）
● 沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言　
　～ 自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた企業・個人の行動変容の促進について～
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中川沖縄県議会議長との意見交換玉城沖縄県知事との意見交換

国立沖縄戦没者墓苑での参拝・献花

大臣のプロフィール

　令和６年 10 月５日、伊東沖縄担当大臣は就
任後、初めて沖縄県を訪問し、国立沖縄戦没
者墓苑、島守の塔及び北霊碑で参拝・献花を
行い、平和の礎を視察しました。
　また、玉城沖縄県知事及び中川沖縄県議会
議長との意見交換を行い、沖縄担当大臣とし
て沖縄振興に向けた決意を述べました。

　令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
、
伊

東
良
孝
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ス
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ツ
観
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、
映
画
、

読
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、
ギ
タ
ー

趣  

味

至
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天
に
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ず

座
右
の
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経  

歴
　平
成
21
年
８
月
　衆
議
院
議
員
初
当
選

　平
成
24
年
12
月
　衆
議
院
議
員
二
期
目
当
選

　平
成
24
年
12
月
　財
務
大
臣
政
務
官

　平
成
26
年
12
月
　衆
議
院
議
員
三
期
目
当
選

　平
成
27
年
10
月
　農
林
水
産
副
大
臣

　平
成
29
年
10
月
　衆
議
院
議
員
四
期
目
当
選

　令
和
元
年
９
月
　農
林
水
産
副
大
臣

　令
和
３
年
10
月
　衆
議
院
議
員
五
期
目
当
選

　令
和
６
年
10
月
　内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
　
　
　
　
　   （
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
等

伊東大臣の沖縄訪問

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
　

い     

と
う
　
　    

よ
し   

た
か

氏
が
就
任

伊
東

　良孝

　この度、石破内閣において沖縄担当大臣を拝命いたしました、伊東良孝

です。

　沖縄政策という重要な課題を担当することとなり、身の引き締まる思いで

す。これまで農林水産副大臣等を務めた経験を活かし、また、地元の皆様

の御意見を丁寧に伺いながら、沖縄の発展に全力で取り組んでいく所存です。

　昭和 47年の復帰以降、政府においては、各種社会資本整備や産業振興

など、沖縄振興に取り組んでまいりました。これらと、県民の皆様のたゆま

ぬ努力により、県内総生産が全国を上回る伸びを見せるなど、沖縄経済は

着実に成長してきています。しかしながら、一人当たり県民所得の向上やこ

どもの貧困問題など、なお解決すべき課題が存在しています。

　一方で、沖縄はアジアの玄関口に位置する地理的特性や日本一高い出生

率など、他県にはない優位性・潜在力を有しています。

　先日、一日も早く現地を訪れたいという気持ちの下、大臣就任後初めて、

戦没者墓苑を参拝し、戦禍に遭われた御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げ、

沖縄の発展のために力を尽くしていくことを改めてお誓いしてまいりました。

沖縄が抱える諸課題をしっかりと解決することができるよう、また、沖縄が

優位性と潜在力を生かし、日本経済の牽引役となるよう、可能な限り現地

にも足を運びながら、沖縄振興に取り組んでまいります。

内閣府特命担当大臣 伊東　良孝
い   とう よしたか

就 任 の 御 挨 拶

22

中川沖縄県議会議長との意見交換玉城沖縄県知事との意見交換

国立沖縄戦没者墓苑での参拝・献花

大臣のプロフィール

　令和６年 10 月５日、伊東沖縄担当大臣は就
任後、初めて沖縄県を訪問し、国立沖縄戦没
者墓苑、島守の塔及び北霊碑で参拝・献花を
行い、平和の礎を視察しました。
　また、玉城沖縄県知事及び中川沖縄県議会
議長との意見交換を行い、沖縄担当大臣とし
て沖縄振興に向けた決意を述べました。

　令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
、
伊

東
良
孝
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
映
画
、

読
書
、
ギ
タ
ー

趣  

味

至
誠
天
に
通
ず

座
右
の
銘

経  

歴
　平
成
21
年
８
月
　衆
議
院
議
員
初
当
選

　平
成
24
年
12
月
　衆
議
院
議
員
二
期
目
当
選

　平
成
24
年
12
月
　財
務
大
臣
政
務
官

　平
成
26
年
12
月
　衆
議
院
議
員
三
期
目
当
選

　平
成
27
年
10
月
　農
林
水
産
副
大
臣

　平
成
29
年
10
月
　衆
議
院
議
員
四
期
目
当
選

　令
和
元
年
９
月
　農
林
水
産
副
大
臣

　令
和
３
年
10
月
　衆
議
院
議
員
五
期
目
当
選

　令
和
６
年
10
月
　内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
　
　
　
　
　   （
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
等

伊東大臣の沖縄訪問

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
　

い     

と
う
　
　    

よ
し   

た
か

氏
が
就
任

伊
東

　良孝

　この度、石破内閣において沖縄担当大臣を拝命いたしました、伊東良孝

です。

　沖縄政策という重要な課題を担当することとなり、身の引き締まる思いで

す。これまで農林水産副大臣等を務めた経験を活かし、また、地元の皆様

の御意見を丁寧に伺いながら、沖縄の発展に全力で取り組んでいく所存です。

　昭和 47年の復帰以降、政府においては、各種社会資本整備や産業振興

など、沖縄振興に取り組んでまいりました。これらと、県民の皆様のたゆま

ぬ努力により、県内総生産が全国を上回る伸びを見せるなど、沖縄経済は

着実に成長してきています。しかしながら、一人当たり県民所得の向上やこ

どもの貧困問題など、なお解決すべき課題が存在しています。

　一方で、沖縄はアジアの玄関口に位置する地理的特性や日本一高い出生

率など、他県にはない優位性・潜在力を有しています。

　先日、一日も早く現地を訪れたいという気持ちの下、大臣就任後初めて、

戦没者墓苑を参拝し、戦禍に遭われた御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げ、

沖縄の発展のために力を尽くしていくことを改めてお誓いしてまいりました。

沖縄が抱える諸課題をしっかりと解決することができるよう、また、沖縄が

優位性と潜在力を生かし、日本経済の牽引役となるよう、可能な限り現地

にも足を運びながら、沖縄振興に取り組んでまいります。

内閣府特命担当大臣 伊東　良孝
い   とう よしたか

就 任 の 御 挨 拶

11



中川沖縄県議会議長との意見交換玉城沖縄県知事との意見交換

国立沖縄戦没者墓苑での参拝・献花

大臣のプロフィール

　令和６年 10 月５日、伊東沖縄担当大臣は就
任後、初めて沖縄県を訪問し、国立沖縄戦没
者墓苑、島守の塔及び北霊碑で参拝・献花を
行い、平和の礎を視察しました。
　また、玉城沖縄県知事及び中川沖縄県議会
議長との意見交換を行い、沖縄担当大臣とし
て沖縄振興に向けた決意を述べました。

　令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
、
伊

東
良
孝
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
映
画
、

読
書
、
ギ
タ
ー

趣  

味

至
誠
天
に
通
ず

座
右
の
銘

経  

歴
　平
成
21
年
８
月
　衆
議
院
議
員
初
当
選

　平
成
24
年
12
月
　衆
議
院
議
員
二
期
目
当
選

　平
成
24
年
12
月
　財
務
大
臣
政
務
官

　平
成
26
年
12
月
　衆
議
院
議
員
三
期
目
当
選

　平
成
27
年
10
月
　農
林
水
産
副
大
臣

　平
成
29
年
10
月
　衆
議
院
議
員
四
期
目
当
選

　令
和
元
年
９
月
　農
林
水
産
副
大
臣

　令
和
３
年
10
月
　衆
議
院
議
員
五
期
目
当
選

　令
和
６
年
10
月
　内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
　
　
　
　
　   （
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
等

伊東大臣の沖縄訪問

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
　

い     

と
う
　
　    

よ
し   

た
か

氏
が
就
任

伊
東

　良孝

　この度、石破内閣において沖縄担当大臣を拝命いたしました、伊東良孝

です。

　沖縄政策という重要な課題を担当することとなり、身の引き締まる思いで

す。これまで農林水産副大臣等を務めた経験を活かし、また、地元の皆様

の御意見を丁寧に伺いながら、沖縄の発展に全力で取り組んでいく所存です。

　昭和 47年の復帰以降、政府においては、各種社会資本整備や産業振興

など、沖縄振興に取り組んでまいりました。これらと、県民の皆様のたゆま

ぬ努力により、県内総生産が全国を上回る伸びを見せるなど、沖縄経済は

着実に成長してきています。しかしながら、一人当たり県民所得の向上やこ

どもの貧困問題など、なお解決すべき課題が存在しています。

　一方で、沖縄はアジアの玄関口に位置する地理的特性や日本一高い出生

率など、他県にはない優位性・潜在力を有しています。

　先日、一日も早く現地を訪れたいという気持ちの下、大臣就任後初めて、

戦没者墓苑を参拝し、戦禍に遭われた御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げ、

沖縄の発展のために力を尽くしていくことを改めてお誓いしてまいりました。

沖縄が抱える諸課題をしっかりと解決することができるよう、また、沖縄が

優位性と潜在力を生かし、日本経済の牽引役となるよう、可能な限り現地

にも足を運びながら、沖縄振興に取り組んでまいります。

内閣府特命担当大臣 伊東　良孝
い   とう よしたか

就 任 の 御 挨 拶

22



November  -December号

本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

　表
紙
写
真
は
那
覇
第
２
地
方
合

同
庁
舎
３
号
館
で
す
。

　庁
舎
は
、
一
義
的
に
は
、
そ
こ

で
働
く
職
員
の
方
と
庁
舎
を
訪
れ

る
方
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
公
共
建
築
に
は
、

も
っ
と
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　３
号
館
も
、
日
常
に
お
い
て
は

安
ら
ぎ
を
与
え
、
非
常
時
に
お
い

て
は
頼
れ
る
存
在
と
し
て
、
地
域

に
と
っ
て
も
無
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
特
集
記
事
①
を
ご

覧
く
だ
さ
い
！
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発
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沖縄歴史の散歩道  Vol.15

那覇第２地方合同庁舎３号館が完成　～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～

最盛期を迎える首里城正殿復元工事（その２）

沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言　

～ 自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた 企業・個人の行動変容の促進について～

公正取引課の広報・広聴活動 !　 ～法令違反を未然に防止するために～

我が国の財政の現状や政府の取組を情報発信

もし、日本が 100人の村で 100万円の予算だったら？ 日本村の予算を作ろう！　

～出前授業 in 沖縄市立北美小学校～

「消費者の部屋夏休み特別講座親子見学バスツアー」を開催しました

「特定家畜伝染病防疫作業説明会」を開催しました！　

～鳥インフルエンザなど家畜の伝染病の発生に備えて～ 

「みえるらべる」が表示された県産野菜が販売されました！

菓子類国内初！「ちんすこう」が地理的表示（GI）に登録されました

沖縄 RESAS チャレンジカップ 2024

女子中学生と女性技術者交流イベント

『女性技術者と行く！建設業 しごと・みらい体感ツアー』を共同開催しました

令和６年度船員労働安全衛生月間の実施

家計のお悩み相談してみませんか？

農業者年金

農業者のみなさん！リスクへの備えはできていますか ?

課報庭　県内ホテル・卸業者などバイヤーの募集について
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那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
３
号
館
　

内閣府特命担当大臣就任のご挨拶

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　沖
縄
の
墓
と
い
え
ば
亀
甲
墓
や
破
風
墓

を
は
じ
め
と
し
た
独
特
な
様
式
で
あ
る
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
本
土
の
よ
う
な
石
塔

の
墓
は
一
般
的
で
は
な
く
、
一
族
門
中
が

入
る
大
規
模
な
墓
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、

そ
の
姿
は
家
と
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

か
つ
て
は
風
葬
と
い
う
独
特
な
葬
り
方
も

し
て
い
ま
し
た
。

　沖
縄
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
墓

の
様
式
や
葬
り
方
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

貝
塚
時
代
や
グ
ス
ク
時
代
に
は
土
葬
も
行

わ
れ
て
お
り
、
伊
計
島
の
仲
原
遺
跡
（
う

る
ま
市
）
で
は
廃
棄
さ
れ
た
住
居
跡
に
死

者
を
葬
る「
廃
屋
墓
」も
存
在
し
て
い
ま
す
。

グ
ス
ク
時
代
の
集
落
遺
跡
で
も
住
居
の
す

ぐ
そ
ば
に
土
葬
墓
を
作
る
パ
タ
ー
ン
が
見

ら
れ
ま
す
。

　各
所
に
あ
る
石
灰
岩
丘
陵
の
崖
の
く
ぼ

み
や
洞
穴
に
遺
骨
を
葬
る
風
葬
墓
も
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
こ

う
し
た
洞
穴
に
木
造
の
建
物
を
建
て
て
墓

と
す
る
方
法
が
登
場
し
ま
す
。
宜
野
座
村

の
漢
那
ウ
ェ
ー
ヌ
ア
タ
イ
遺
跡
に
は
洞
穴

の
中
に
木
製
の
家
型
墓
が
残
っ
て
お
り
、

伝
承
で
は
「
グ
ッ
チ
ャ
按
司
」
を
葬
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
型
墓
は
現
在
、
宜

野
座
村
立
博
物
館
に
移
設
さ
れ
て
お
り
、

現
地
に
は
同
型
の
墓
が
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
と
の
墓
の
木
材
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
13
〜
14
世
紀
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
確
認

さ
れ
て
い
る
な
か
で
沖
縄
最
古
級
の
木
造

建
物
と
な
り
ま
す
。

　同
じ
よ
う
な
形
式
の
墓
に
百
按
司
墓（
今

帰
仁
村
）
も
あ
り
ま
す
。
運
天
集
落
を
囲

む
丘
陵
中
腹
の
崖
下
に
家
型
墓
を
建
て
、

そ
の
内
部
に
は
さ
ら
に
木
棺
を
安
置
し
て

い
ま
す
。
戦
前
に
は
弘
治
13
年
（
１
５
０

０
年
）
の
銘
を
も
つ
木
棺
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
木
棺
に
は
朱
漆
塗
り
も
残
っ
て

お
り
、
高
い
身
分
の
者
を
葬
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。現
在
、家
型
墓
は
崩
壊
し
、

さ
ら
に
周
囲
は
石
灰
岩
の
石
積
み
で
囲
わ

れ
て
い
る
た
め
、
内
部
を
見
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。

　こ
の
石
積
み
は
実
は
明
治
時
代
に
築
か

れ
た
も
の
で
し
た
。
沖
縄
県
に
な
り
、
当

時
の
県
令
（
知
事
）
の
上
杉
茂
憲
が
こ
の

地
を
視
察
に
訪
れ
た
際
、
百
按
司
墓
は
老

朽
化
し
、
壊
れ
た
木
棺
か
ら
多
数
の
遺
骨

が
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

上
杉
は
風
葬
を
野
蛮
な
も
の
と
し
て
問
題

視
し
、
県
の
予
算
を
投
じ
て
「
目
隠
し
」

の
石
積
み
を
構
築
し
ま
す
。
本
土
の
視
点

か
ら
沖
縄
の
風
習
を
「
改
善
」
し
よ
う
と

し
た
の
で
す
。
百
按
司
墓
は
古
琉
球
だ
け

で
な
く
、
沖
縄
の
「
近
代
」
を
伝
え
る
遺

跡
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◆墓を巡る①
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

県内最大級の伊是名殿内の亀甲墓（那覇市銘苅）県内最大級の伊是名殿内の亀甲墓（那覇市銘苅）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

仲原遺跡（うるま市伊計島）

漢那ウェーヌアタイ遺跡の
家型墓（宜野座村）

百按司墓（ムムジャナバカ）
（今帰仁村）
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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

　表
紙
写
真
は
那
覇
第
２
地
方
合

同
庁
舎
３
号
館
で
す
。

　庁
舎
は
、
一
義
的
に
は
、
そ
こ

で
働
く
職
員
の
方
と
庁
舎
を
訪
れ

る
方
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
公
共
建
築
に
は
、

も
っ
と
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　３
号
館
も
、
日
常
に
お
い
て
は

安
ら
ぎ
を
与
え
、
非
常
時
に
お
い

て
は
頼
れ
る
存
在
と
し
て
、
地
域

に
と
っ
て
も
無
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
特
集
記
事
①
を
ご

覧
く
だ
さ
い
！

開
発
建
設
部
　営
繕
課
長　内

藤
大
哲

就 任 の 挨 拶
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内閣府特命担当大臣就任のご挨拶
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那覇第２地方合同庁舎３号館が完成　～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～

最盛期を迎える首里城正殿復元工事（その２）

沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言　

～自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた企業・個人の行動変容の促進について～

公正取引課の広報・広聴活動 !　 ～法令違反を未然に防止するために～

我が国の財政の現状や政府の取組を情報発信

もし、日本が 100人の村で 100万円の予算だったら？ 日本村の予算を作ろう！　

～出前授業 in 沖縄市立北美小学校～

「消費者の部屋夏休み特別講座親子見学バスツアー」を開催しました

「特定家畜伝染病防疫作業説明会」を開催しました　

～鳥インフルエンザなど家畜の伝染病の発生に備えて～ 

「みえるらべる」が表示された県産野菜が販売されました！

菓子類国内初！「ちんすこう」が地理的表示（GI）に登録されました

沖縄 RESAS チャレンジカップ 2024

女子中学生と女性技術者交流イベント

『女性技術者と行く！建設業 しごと・みらい体感ツアー』を共同開催しました

令和６年度船員労働安全衛生月間の実施

多重債務者相談強化キャンペーン 2024について

農業者年金

農業者のみなさん！リスクへの備えはできていますか ?

果報庭　ー県内の作り手と売り手が出会える展示商談会ー

県内ホテル・卸業者などバイヤーの募集について 
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地
方
合
同
庁
舎
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館
　

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　沖
縄
の
墓
と
い
え
ば
亀
甲
墓
や
破
風
墓

を
は
じ
め
と
し
た
独
特
な
様
式
で
あ
る
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
本
土
の
よ
う
な
石
塔

の
墓
は
一
般
的
で
は
な
く
、
一
族
門
中
が

入
る
大
規
模
な
墓
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、

そ
の
姿
は
家
と
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

か
つ
て
は
風
葬
と
い
う
独
特
な
葬
り
方
も

し
て
い
ま
し
た
。

　沖
縄
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
墓

の
様
式
や
葬
り
方
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

貝
塚
時
代
や
グ
ス
ク
時
代
に
は
土
葬
も
行

わ
れ
て
お
り
、
伊
計
島
の
仲
原
遺
跡
（
う

る
ま
市
）
で
は
廃
棄
さ
れ
た
住
居
跡
に
死

者
を
葬
る「
廃
屋
墓
」も
存
在
し
て
い
ま
す
。

グ
ス
ク
時
代
の
集
落
遺
跡
で
も
住
居
の
す

ぐ
そ
ば
に
土
葬
墓
を
作
る
パ
タ
ー
ン
が
見

ら
れ
ま
す
。

　各
所
に
あ
る
石
灰
岩
丘
陵
の
崖
の
く
ぼ

み
や
洞
穴
に
遺
骨
を
葬
る
風
葬
墓
も
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
こ

う
し
た
洞
穴
に
木
造
の
建
物
を
建
て
て
墓

と
す
る
方
法
が
登
場
し
ま
す
。
宜
野
座
村

の
漢
那
ウ
ェ
ー
ヌ
ア
タ
イ
遺
跡
に
は
洞
穴

の
中
に
木
製
の
家
型
墓
が
残
っ
て
お
り
、

伝
承
で
は
「
グ
ッ
チ
ャ
按
司
」
を
葬
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
型
墓
は
現
在
、
宜

野
座
村
立
博
物
館
に
移
設
さ
れ
て
お
り
、

現
地
に
は
同
型
の
墓
が
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
と
の
墓
の
木
材
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
13
〜
14
世
紀
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
確
認

さ
れ
て
い
る
な
か
で
沖
縄
最
古
級
の
木
造

建
物
と
な
り
ま
す
。

　同
じ
よ
う
な
形
式
の
墓
に
百
按
司
墓（
今

帰
仁
村
）
も
あ
り
ま
す
。
運
天
集
落
を
囲

む
丘
陵
中
腹
の
崖
下
に
家
型
墓
を
建
て
、

そ
の
内
部
に
は
さ
ら
に
木
棺
を
安
置
し
て

い
ま
す
。
戦
前
に
は
弘
治
13
年
（
１
５
０

０
年
）
の
銘
を
も
つ
木
棺
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
木
棺
に
は
朱
漆
塗
り
も
残
っ
て

お
り
、
高
い
身
分
の
者
を
葬
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。現
在
、家
型
墓
は
崩
壊
し
、

さ
ら
に
周
囲
は
石
灰
岩
の
石
積
み
で
囲
わ

れ
て
い
る
た
め
、
内
部
を
見
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。

　こ
の
石
積
み
は
実
は
明
治
時
代
に
築
か

れ
た
も
の
で
し
た
。
沖
縄
県
に
な
り
、
当

時
の
県
令
（
知
事
）
の
上
杉
茂
憲
が
こ
の

地
を
視
察
に
訪
れ
た
際
、
百
按
司
墓
は
老

朽
化
し
、
壊
れ
た
木
棺
か
ら
多
数
の
遺
骨

が
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

上
杉
は
風
葬
を
野
蛮
な
も
の
と
し
て
問
題

視
し
、
県
の
予
算
を
投
じ
て
「
目
隠
し
」

の
石
積
み
を
構
築
し
ま
す
。
本
土
の
視
点

か
ら
沖
縄
の
風
習
を
「
改
善
」
し
よ
う
と

し
た
の
で
す
。
百
按
司
墓
は
古
琉
球
だ
け

で
な
く
、
沖
縄
の
「
近
代
」
を
伝
え
る
遺

跡
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◆墓を巡る①
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

県内最大級の伊是名殿内の亀甲墓（那覇市銘苅）県内最大級の伊是名殿内の亀甲墓（那覇市銘苅）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

仲原遺跡（うるま市伊計島）

漢那ウェーヌアタイ遺跡の
家型墓（宜野座村）

百按司墓（ムムジャナバカ）
（今帰仁村）
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紙
写
真
は
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地
方
合

同
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舎
３
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館
で
す
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　庁
舎
は
、
一
義
的
に
は
、
そ
こ

で
働
く
職
員
の
方
と
庁
舎
を
訪
れ

る
方
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
公
共
建
築
に
は
、

も
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と
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
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　３
号
館
も
、
日
常
に
お
い
て
は

安
ら
ぎ
を
与
え
、
非
常
時
に
お
い

て
は
頼
れ
る
存
在
と
し
て
、
地
域

に
と
っ
て
も
無
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
た
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と
思
っ
て
い
ま
す
。
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公正取引課の広報・広聴活動 !　 ～法令違反を未然に防止するために～

我が国の財政の現状や政府の取組を情報発信

もし、日本が 100人の村で 100万円の予算だったら？ 日本村の予算を作ろう！　

～出前授業 in 沖縄市立北美小学校～

「消費者の部屋夏休み特別講座親子見学バスツアー」を開催しました

「特定家畜伝染病防疫作業説明会」を開催しました！　

～鳥インフルエンザなど家畜の伝染病の発生に備えて～ 

「みえるらべる」が表示された県産野菜が販売されました！

菓子類国内初！「ちんすこう」が地理的表示（GI）に登録されました

沖縄 RESAS チャレンジカップ 2024

女子中学生と女性技術者交流イベント

『女性技術者と行く！建設業 しごと・みらい体感ツアー』を共同開催しました

令和６年度船員労働安全衛生月間の実施

家計のお悩み相談してみませんか？

農業者年金

農業者のみなさん！リスクへの備えはできていますか ?

課報庭　県内ホテル・卸業者などバイヤーの募集について
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（うえざと・たかし）

　沖
縄
の
墓
と
い
え
ば
亀
甲
墓
や
破
風
墓

を
は
じ
め
と
し
た
独
特
な
様
式
で
あ
る
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
本
土
の
よ
う
な
石
塔

の
墓
は
一
般
的
で
は
な
く
、
一
族
門
中
が

入
る
大
規
模
な
墓
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、

そ
の
姿
は
家
と
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

か
つ
て
は
風
葬
と
い
う
独
特
な
葬
り
方
も

し
て
い
ま
し
た
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　沖
縄
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
墓

の
様
式
や
葬
り
方
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

貝
塚
時
代
や
グ
ス
ク
時
代
に
は
土
葬
も
行

わ
れ
て
お
り
、
伊
計
島
の
仲
原
遺
跡
（
う

る
ま
市
）
で
は
廃
棄
さ
れ
た
住
居
跡
に
死

者
を
葬
る「
廃
屋
墓
」も
存
在
し
て
い
ま
す
。

グ
ス
ク
時
代
の
集
落
遺
跡
で
も
住
居
の
す

ぐ
そ
ば
に
土
葬
墓
を
作
る
パ
タ
ー
ン
が
見

ら
れ
ま
す
。

　各
所
に
あ
る
石
灰
岩
丘
陵
の
崖
の
く
ぼ

み
や
洞
穴
に
遺
骨
を
葬
る
風
葬
墓
も
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
こ

う
し
た
洞
穴
に
木
造
の
建
物
を
建
て
て
墓

と
す
る
方
法
が
登
場
し
ま
す
。
宜
野
座
村

の
漢
那
ウ
ェ
ー
ヌ
ア
タ
イ
遺
跡
に
は
洞
穴

の
中
に
木
製
の
家
型
墓
が
残
っ
て
お
り
、

伝
承
で
は
「
グ
ッ
チ
ャ
按
司
」
を
葬
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
型
墓
は
現
在
、
宜

野
座
村
立
博
物
館
に
移
設
さ
れ
て
お
り
、

現
地
に
は
同
型
の
墓
が
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
と
の
墓
の
木
材
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
13
〜
14
世
紀
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
確
認

さ
れ
て
い
る
な
か
で
沖
縄
最
古
級
の
木
造

建
物
と
な
り
ま
す
。

　同
じ
よ
う
な
形
式
の
墓
に
百
按
司
墓（
今

帰
仁
村
）
も
あ
り
ま
す
。
運
天
集
落
を
囲

む
丘
陵
中
腹
の
崖
下
に
家
型
墓
を
建
て
、

そ
の
内
部
に
は
さ
ら
に
木
棺
を
安
置
し
て

い
ま
す
。
戦
前
に
は
弘
治
13
年
（
１
５
０

０
年
）
の
銘
を
も
つ
木
棺
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
木
棺
に
は
朱
漆
塗
り
も
残
っ
て

お
り
、
高
い
身
分
の
者
を
葬
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。現
在
、家
型
墓
は
崩
壊
し
、

さ
ら
に
周
囲
は
石
灰
岩
の
石
積
み
で
囲
わ

れ
て
い
る
た
め
、
内
部
を
見
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。

　こ
の
石
積
み
は
実
は
明
治
時
代
に
築
か

れ
た
も
の
で
し
た
。
沖
縄
県
に
な
り
、
当

時
の
県
令
（
知
事
）
の
上
杉
茂
憲
が
こ
の

地
を
視
察
に
訪
れ
た
際
、
百
按
司
墓
は
老

朽
化
し
、
壊
れ
た
木
棺
か
ら
多
数
の
遺
骨

が
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

上
杉
は
風
葬
を
野
蛮
な
も
の
と
し
て
問
題

視
し
、
県
の
予
算
を
投
じ
て
「
目
隠
し
」

の
石
積
み
を
構
築
し
ま
す
。
本
土
の
視
点

か
ら
沖
縄
の
風
習
を
「
改
善
」
し
よ
う
と

し
た
の
で
す
。
百
按
司
墓
は
古
琉
球
だ
け

で
な
く
、
沖
縄
の
「
近
代
」
を
伝
え
る
遺

跡
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◆墓を巡る①
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

県内最大級の伊是名殿内の亀甲墓（那覇市銘苅）県内最大級の伊是名殿内の亀甲墓（那覇市銘苅）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

仲原遺跡（うるま市伊計島）

漢那ウェーヌアタイ遺跡の
家型墓（宜野座村）

百按司墓（ムムジャナバカ）
（今帰仁村）
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那覇第２地方合同庁舎
３号館が完成

令和５年と昭和 52年の那覇新都心（国土地理院の空中写真より作成）

那覇第２地方合同庁舎全景（左から１号館、２号館、３号館）

～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～

特  集  1 Special Feature

昭和 52年令和 5年

　那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
に
お
い
て
整
備
を
進

め
て
い
た
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
３
号
館

が
完
成
し
ま
し
た
。

　那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
の
あ
る
那
覇
新

都
心
の
一
帯
は
、
戦
後
米
軍
住
宅
地
で
し
た

が
、
昭
和
62
年
に
全
面
返
還
さ
れ
、
土
地
区

画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

に
は
、
那
覇
市
に
よ
り
、
機
能
的
・
空
間
的

に
連
携
を
図
り
、
魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
都

市
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
那

覇
新
都
心
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
計
画
の
理
念
の
も
と
、
那
覇
第
２
地

方
合
同
庁
舎
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
１
号
館

が
平
成
15
年
に
、
２
号
館
が
平
成
20
年
に
完

成
し
、
こ
の
度
３
号
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
の

整
備
が
全
て
完
了
し
、
ま
た
、
那
覇
新
都
心

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
の
全
て
の
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。 

　３
号
館
に
は
、
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
、

沖
縄
地
区
税
関
、
沖
縄
気
象
台
、
沖
縄
総
合

事
務
局
南
部
国
道
事
務
所
が
入
居
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
官
署
は
も
と
も
と
分
散
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
耐
震
性
不
足

や
老
朽
化
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
災
害
応
急
対
策
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

耐
震
安
全
性
を
確
保
し
た
３
号
館
を
整
備

し
、
こ
れ
ら
の
官
署
を
集
約
し
ま
し
た
。

　整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
那
覇
市
と
琉
球
大
学
の
有

識
者
か
ら
な
る
地
域
連
携
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
観
点
か
ら
設
計
を
見
直
す
た
め
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
も
ろ
ま
ち
自
治
会
の

方
々
に
は
庁
舎
整
備
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　室
内
は
、
大
空
間
を
つ
く
れ
る
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁
を
使
用
し
て
柱
を

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使

え
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
負
荷
低
減
を
目
的
と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
採
用
、
庇・ル
ー
バ
ー

に
よ
る
日
射
の
抑
制
・
熱
負
荷
の
低
減
な
ど

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　外
構
は
、
人
通
り
の
多
い
東
側
（
中
環
状

線
側
）
に
歩
行
者
空
間
を
確
保
し
、
１
号
館

か
ら
３
号
館
ま
で
を
繋
ぐ
通
路
（
キ
ャ
ノ

ピ
ー
）
は
市
民
の
方
が
自
由
に
通
り
抜
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外

構
や
キ
ャ
ノ
ピ
ー
上
部
に
は
緑
化
を
施
し
、

新
都
心
公
園
か
ら
緑
が
連
続
し
た
街
並
み
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
外
構
部
分
を
帰
宅
困
難
者
の
一
時
的

な
滞
在
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
で
き
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
で
は
気
象
な
ど
の
災
害
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車

庫
に
は
災
害
発
生
時
で
も
ト
イ
レ
環
境
を
確

保
す
る
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
、
バ

ス
待
合
所
に
は
炊
き
出
し
に
使
用
で
き
る
か

ま
ど
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
業
務
・
工
事
受
注
者
の

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
は
も
と
よ
り
、
３
号
館
に

入
居
予
定
の
官
署
の
皆
さ
ま
、
工
事
中
に
ご

不
便
を
お
か
け
し
た
近
隣
住
民
や
１
・
２
号

館
に
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
整

備
内
容
に
関
し
て
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ま
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　営
繕
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
６

△ 事務室

△ キャノピー

△ エントランスホール

△ 車庫（マンホールトイレ）

△ バス待合所（かまどベンチ）

ひ
さ
し
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那覇第２地方合同庁舎
３号館が完成

令和５年と昭和 52年の那覇新都心（国土地理院の空中写真より作成）

那覇第２地方合同庁舎全景（左から１号館、２号館、３号館）

～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～

特  集  1 Special Feature

昭和 52年令和 5年

　那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
に
お
い
て
整
備
を
進

め
て
い
た
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
３
号
館

が
完
成
し
ま
し
た
。

　那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
の
あ
る
那
覇
新

都
心
の
一
帯
は
、
戦
後
米
軍
住
宅
地
で
し
た

が
、
昭
和
62
年
に
全
面
返
還
さ
れ
、
土
地
区

画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

に
は
、
那
覇
市
に
よ
り
、
機
能
的
・
空
間
的

に
連
携
を
図
り
、
魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
都

市
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
那

覇
新
都
心
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
計
画
の
理
念
の
も
と
、
那
覇
第
２
地

方
合
同
庁
舎
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
１
号
館

が
平
成
15
年
に
、
２
号
館
が
平
成
20
年
に
完

成
し
、
こ
の
度
３
号
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
の

整
備
が
全
て
完
了
し
、
ま
た
、
那
覇
新
都
心

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
の
全
て
の
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。 

　３
号
館
に
は
、
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
、

沖
縄
地
区
税
関
、
沖
縄
気
象
台
、
沖
縄
総
合

事
務
局
南
部
国
道
事
務
所
が
入
居
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
官
署
は
も
と
も
と
分
散
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
耐
震
性
不
足

や
老
朽
化
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
災
害
応
急
対
策
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

耐
震
安
全
性
を
確
保
し
た
３
号
館
を
整
備

し
、
こ
れ
ら
の
官
署
を
集
約
し
ま
し
た
。

　整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
那
覇
市
と
琉
球
大
学
の
有

識
者
か
ら
な
る
地
域
連
携
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
観
点
か
ら
設
計
を
見
直
す
た
め
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
も
ろ
ま
ち
自
治
会
の

方
々
に
は
庁
舎
整
備
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　室
内
は
、
大
空
間
を
つ
く
れ
る
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁
を
使
用
し
て
柱
を

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使

え
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
負
荷
低
減
を
目
的
と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
採
用
、
庇・ル
ー
バ
ー

に
よ
る
日
射
の
抑
制
・
熱
負
荷
の
低
減
な
ど

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　外
構
は
、
人
通
り
の
多
い
東
側
（
中
環
状

線
側
）
に
歩
行
者
空
間
を
確
保
し
、
１
号
館

か
ら
３
号
館
ま
で
を
繋
ぐ
通
路
（
キ
ャ
ノ

ピ
ー
）
は
市
民
の
方
が
自
由
に
通
り
抜
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外

構
や
キ
ャ
ノ
ピ
ー
上
部
に
は
緑
化
を
施
し
、

新
都
心
公
園
か
ら
緑
が
連
続
し
た
街
並
み
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
外
構
部
分
に
帰
宅
困
難
者
が
一
時
的

に
滞
在
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
気
象
な
ど
の
災
害
情
報

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

車
庫
に
は
災
害
発
生
時
で
も
ト
イ
レ
環
境
を

確
保
す
る
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
、

バ
ス
待
合
所
に
は
炊
き
出
し
に
使
用
で
き
る

か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
業
務
・
工
事
受
注
者
の

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
は
も
と
よ
り
、
３
号
館
に

入
居
予
定
の
官
署
の
皆
さ
ま
、
工
事
中
に
ご

不
便
を
お
か
け
し
た
近
隣
住
民
や
１
・
２
号

館
に
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
整

備
内
容
に
関
し
て
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ま
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　営
繕
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
６

△ 事務室

△ キャノピー

△ エントランスホール

△ 車庫（マンホールトイレ）

△ バス待合所（かまどベンチ）

ひ
さ
し
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那覇第２地方合同庁舎
３号館が完成

令和５年と昭和 52年の那覇新都心（国土地理院の空中写真より作成）

那覇第２地方合同庁舎全景（左から１号館、２号館、３号館）

～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～

特  集  1 Special Feature

昭和 52年令和 5年

　那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
に
お
い
て
整
備
を
進

め
て
い
た
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
３
号
館

が
完
成
し
ま
し
た
。

　那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
の
あ
る
那
覇
新

都
心
の
一
帯
は
、
戦
後
米
軍
住
宅
地
で
し
た

が
、
昭
和
62
年
に
全
面
返
還
さ
れ
、
土
地
区

画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

に
は
、
那
覇
市
に
よ
り
、
機
能
的
・
空
間
的

に
連
携
を
図
り
、
魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
都

市
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
那

覇
新
都
心
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
計
画
の
理
念
の
も
と
、
那
覇
第
２
地

方
合
同
庁
舎
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
１
号
館

が
平
成
15
年
に
、
２
号
館
が
平
成
20
年
に
完

成
し
、
こ
の
度
３
号
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
の

整
備
が
全
て
完
了
し
、
ま
た
、
那
覇
新
都
心

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
の
全
て
の
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。 

　３
号
館
に
は
、
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
、

沖
縄
地
区
税
関
、
沖
縄
気
象
台
、
沖
縄
総
合

事
務
局
南
部
国
道
事
務
所
が
入
居
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
官
署
は
も
と
も
と
分
散
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
耐
震
性
不
足

や
老
朽
化
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
災
害
応
急
対
策
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

耐
震
安
全
性
を
確
保
し
た
３
号
館
を
整
備

し
、
こ
れ
ら
の
官
署
を
集
約
し
ま
し
た
。

　整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
那
覇
市
と
琉
球
大
学
の
有

識
者
か
ら
な
る
地
域
連
携
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
観
点
か
ら
設
計
を
見
直
す
た
め
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
も
ろ
ま
ち
自
治
会
の

方
々
に
は
庁
舎
整
備
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　室
内
は
、
大
空
間
を
つ
く
れ
る
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁
を
使
用
し
て
柱
を

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使

え
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
負
荷
低
減
を
目
的
と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
採
用
、
庇・ル
ー
バ
ー

に
よ
る
日
射
の
抑
制
・
熱
負
荷
の
低
減
な
ど

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　外
構
は
、
人
通
り
の
多
い
東
側
（
中
環
状

線
側
）
に
歩
行
者
空
間
を
確
保
し
、
１
号
館

か
ら
３
号
館
ま
で
を
繋
ぐ
通
路
（
キ
ャ
ノ

ピ
ー
）
は
市
民
の
方
が
自
由
に
通
り
抜
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外

構
や
キ
ャ
ノ
ピ
ー
上
部
に
は
緑
化
を
施
し
、

新
都
心
公
園
か
ら
緑
が
連
続
し
た
街
並
み
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
外
構
部
分
を
帰
宅
困
難
者
の
一
時
的

な
滞
在
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
で
き
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
で
は
気
象
な
ど
の
災
害
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車

庫
に
は
災
害
発
生
時
で
も
ト
イ
レ
環
境
を
確

保
す
る
た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
、
バ

ス
待
合
所
に
は
炊
き
出
し
に
使
用
で
き
る
か

ま
ど
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
業
務
・
工
事
受
注
者
の

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
は
も
と
よ
り
、
３
号
館
に

入
居
予
定
の
官
署
の
皆
さ
ま
、
工
事
中
に
ご

不
便
を
お
か
け
し
た
近
隣
住
民
や
１
・
２
号

館
に
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
整

備
内
容
に
関
し
て
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ま
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　営
繕
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
６

△ 事務室

△ キャノピー

△ エントランスホール

△ 車庫（マンホールトイレ）

△ バス待合所（かまどベンチ）

ひ
さ
し
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　首
里
城
正
殿
復
元
工
事
（
工
期
：

令
和
４
年
〜
８
年
）
は
、
令
和
８

年
の
完
成
を
目
指
し
て
、
正
殿
を

覆
う
「
素
屋
根
」
の
中
で
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
９
月
〜
12
月
に
大
径

材
の
現
地
組
立
（
軸じ

く

組ぐ
み

建た
て

方か
た

）・

令
和
６
年
５
月
下
旬
に
は
上
棟（
屋

根
・
軒
廻
り
の
木
工
事
に
よ
る
造

作
）
が
完
了
、
現
在
（
９
月
末
時

点
）、
屋
根
工
事
や
内
外
部
の
造
作

工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　７
月
15
日
に
は
正
殿
の
象
徴
と

も
言
え
る
「
赤
瓦
」
の
搬
入
、
瓦

葺
き
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
赤

瓦
は
寄
附
金
に
よ
る
「
沖
縄
県
首

里
城
復
興
基
金
」
を
活
用
し
て
沖

縄
県
が
調
達
し
、
正
殿
工
事
へ
提

供
さ
れ
る
も
の
で
す
。
県
内
４
つ
の

瓦
工
場
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
沖

縄
県
内
で
採
れ
た
「
ク
チ
ャ
」
と
呼

ば
れ
る
泥
岩
や
赤
土
を
主
な
材
料

と
し
て
い
ま
す
。
正
殿
で
は
全
部
で

約
６
万
枚
の
赤
瓦
を
使
用
し
、
令

和
６
年
末
に
は
瓦
葺
き
作
業
が
概

ね
完
了
す
る
予
定
で
す
。
正
殿
赤

瓦
の
組
み
方
の
詳
細
は
、
写
真
、

図
１
を
参
照
く
だ
さ
い
。

特  集  2 Special Feature

最盛期を迎える
首里城正殿復元工事（その２）

図１　瓦の組み方（空葺き工法）の手順

赤瓦設置開始直後 (設置前の瓦が並べられた状況 )（R6.7.17） 平瓦、丸瓦の設置（漆喰下塗り中）された状況（R6.9.26）

平瓦の設置状況 丸瓦設置後の漆喰下塗り作業の状況 瓦葺きの見本 ( 原寸場で公開中 )

土居葺きに重ねる桟木の設置状況（R6.7.4）
ど い ぶ さんぎ

野地板上への土居葺き作業の状況
のじいた しっくい

しっくい

ど  い ぶ

沖縄県から納入された
2階御差床「龍柱（上）」、「内法額木（下）」（R6.9.17）

うちのりがくぎう  さ すか りゅうちゅう

沖縄県が製作中の「龍頭棟飾」（R6.9）
りゅうとうむなかざり

沖縄県から納入された「唐破風懸魚」（R6.6.11）
からは ふ げぎょ

沖縄県から納入された 2階御差床「羽目板」（蒲萄と栗鼠等の彫刻）　左：拡大、右：全体（R6.7.22）
ぶどう り  すう  さ すか は  め いた

焼失前の首里城正殿

焼失前の正殿２階御差床

　正
殿
復
元
工
事
に
お
い
て
は
、
県
内
外
の

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
る
「
沖
縄
県
首
里

城
復
興
基
金
」
の
一
部
を
活
用
し
、
工
事
に

用
い
る
木
材
、
瓦
類
（
前
述
）、
石
材
、
彫

刻
類
等
を
調
達
・
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
木
材
（
大
径
材
１
７
８
本
、

造
作
材
）、
礎
石
、
一
部
木
彫
刻
類
等
が
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
入
り
、

数
々
の
木
彫
刻
類
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
６

月
11
日
に
「
懸げ

魚ぎ
ょ

」、
７
月
22
日
に
２
階
御

差
床
「
羽は

目め

板い
た

」、
９
月
17
日
に
２
階
御
差

床
「
龍
柱
」・「
内う

ち

法の
り

額が
く

木ぎ

」
が
沖
縄
県
か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
木
彫
刻
は
当
局
正
殿
復
元
工
事
に
お

い
て
彩
色
や
設
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
焼
物
彫
刻
の
龍
頭
棟
飾
や
鬼
瓦
に
つ

い
て
、
現
在
沖
縄
県
が
製
作
中
で
、
令
和
６

年
度
内
に
は
沖
縄
総
合
事
務
局
へ
引
き
渡
さ

れ
る
予
定
で
す
。
正
殿
完
成
へ
向
け
て
、
今

後
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
彫
刻
が
お
目
見
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
０

り
ゅ
う
と
う
む
な
か
ざ
り

さ  

す
か

う    

さ う

り
ゅ
う
ち
ゅ
う

す
か
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８
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８

年
の
完
成
を
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、
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「
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の
中
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。
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に
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径
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く
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て

方か
た

）・

令
和
６
年
５
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上
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屋

根
・
軒
廻
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木
工
事
に
よ
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造

作
）
が
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、
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（
９
月
末
時
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）、
屋
根
工
事
や
内
外
部
の
造
作

工
事
等
が
進
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ら
れ
て
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ま
す
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　７
月
15
日
に
は
正
殿
の
象
徴
と

も
言
え
る
「
赤
瓦
」
の
搬
入
、
瓦

葺
き
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
赤

瓦
は
寄
附
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よ
る
「
沖
縄
県
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里
城
復
興
基
金
」
を
活
用
し
て
沖

縄
県
が
調
達
し
、
正
殿
工
事
へ
提

供
さ
れ
る
も
の
で
す
。
県
内
４
つ
の

瓦
工
場
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
沖

縄
県
内
で
採
れ
た
「
ク
チ
ャ
」
と
呼

ば
れ
る
泥
岩
や
赤
土
を
主
な
材
料

と
し
て
い
ま
す
。
正
殿
で
は
全
部
で

約
６
万
枚
の
赤
瓦
を
使
用
し
、
令

和
６
年
末
に
は
瓦
葺
き
作
業
が
概

ね
完
了
す
る
予
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で
す
。
正
殿
赤

瓦
の
組
み
方
の
詳
細
は
、
写
真
、

図
１
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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最盛期を迎える
首里城正殿復元工事（その２）

図１　瓦の組み方（空葺き工法）の手順

赤瓦設置開始直後 (設置前の瓦が並べられた状況 )（R6.7.17） 平瓦、丸瓦の設置（漆喰下塗り中）された状況（R6.9.26）

平瓦の設置状況 丸瓦設置後の漆喰下塗り作業の状況 瓦葺きの見本 ( 原寸場で公開中 )

土居葺きに重ねる桟木の設置状況（R6.7.4）
ど い ぶ さんぎ

野地板上への土居葺き作業の状況
のじいた しっくい

しっくい

ど  い ぶ

沖縄県から納入された
2階御差床「龍柱（上）」、「内法額木（下）」（R6.9.17）

うちのりがくぎう  さ すか りゅうちゅう

沖縄県が製作中の「龍頭棟飾」（R6.9）
りゅうとうむなかざり

沖縄県から納入された「唐破風懸魚」（R6.6.11）
からは ふ げぎょ

沖縄県から納入された 2階御差床「羽目板」（蒲萄と栗鼠等の彫刻）　左：拡大、右：全体（R6.7.22）
ぶどう り  すう  さ すか は  め いた

焼失前の首里城正殿

焼失前の正殿２階御差床

　正
殿
復
元
工
事
に
お
い
て
は
、
県
内
外
の

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
る
「
沖
縄
県
首
里

城
復
興
基
金
」
の
一
部
を
活
用
し
、
工
事
に

用
い
る
木
材
、
瓦
類
（
前
述
）、
石
材
、
彫

刻
類
等
を
調
達
・
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
木
材
（
大
径
材
１
７
８
本
、

造
作
材
）、
礎
石
、
一
部
木
彫
刻
類
等
が
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
入
り
、

数
々
の
木
彫
刻
類
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
６

月
11
日
に
「
懸げ

魚ぎ
ょ

」、
７
月
22
日
に
２
階
御

差
床
「
羽は

目め

板い
た

」、
９
月
17
日
に
２
階
御
差

床
「
龍
柱
」・「
内う

ち

法の
り

額が
く

木ぎ

」
が
沖
縄
県
か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
木
彫
刻
は
当
局
正
殿
復
元
工
事
に
お

い
て
彩
色
や
設
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
焼
物
彫
刻
の
龍
頭
棟
飾
や
鬼
瓦
に
つ

い
て
、
現
在
沖
縄
県
が
製
作
中
で
、
令
和
６

年
度
内
に
は
沖
縄
総
合
事
務
局
へ
引
き
渡
さ

れ
る
予
定
で
す
。
正
殿
完
成
へ
向
け
て
、
今

後
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
彫
刻
が
お
目
見
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
０
１

り
ゅ
う
と
う
む
な
か
ざ
り

さ  

す
か

う    

さ う

り
ゅ
う
ち
ゅ
う

す
か
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　首
里
城
正
殿
復
元
工
事
（
工
期
：

令
和
４
年
〜
８
年
）
は
、
令
和
８

年
の
完
成
を
目
指
し
て
、
正
殿
を

覆
う
「
素
屋
根
」
の
中
で
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
９
月
〜
12
月
に
大
径

材
の
現
地
組
立
（
軸じ

く

組ぐ
み

建た
て

方か
た

）・

令
和
６
年
５
月
下
旬
に
は
上
棟（
屋

根
・
軒
廻
り
の
木
工
事
に
よ
る
造

作
）
が
完
了
、
現
在
（
９
月
末
時

点
）、
屋
根
工
事
や
内
外
部
の
造
作

工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　７
月
15
日
に
は
正
殿
の
象
徴
と

も
言
え
る
「
赤
瓦
」
の
搬
入
、
瓦

葺
き
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
赤

瓦
は
寄
附
金
に
よ
る
「
沖
縄
県
首

里
城
復
興
基
金
」
を
活
用
し
て
沖

縄
県
が
調
達
し
、
正
殿
工
事
へ
提

供
さ
れ
る
も
の
で
す
。
県
内
４
つ
の

瓦
工
場
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
沖

縄
県
内
で
採
れ
た
「
ク
チ
ャ
」
と
呼

ば
れ
る
泥
岩
や
赤
土
を
主
な
材
料

と
し
て
い
ま
す
。
正
殿
で
は
全
部
で

約
６
万
枚
の
赤
瓦
を
使
用
し
、
令

和
６
年
末
に
は
瓦
葺
き
作
業
が
概

ね
完
了
す
る
予
定
で
す
。
正
殿
赤

瓦
の
組
み
方
の
詳
細
は
、
写
真
、

図
１
を
参
照
く
だ
さ
い
。

特  集  2 Special Feature

最盛期を迎える
首里城正殿復元工事（その２）

図１　瓦の組み方（空葺き工法）の手順

赤瓦設置開始直後 (設置前の瓦が並べられた状況 )（R6.7.17） 平瓦、丸瓦の設置（漆喰下塗り中）された状況（R6.9.26）

平瓦の設置状況 丸瓦設置後の漆喰下塗り作業の状況 瓦葺きの見本 ( 原寸場で公開中 )

土居葺きに重ねる桟木の設置状況（R6.7.4）
ど い ぶ さんぎ

野地板上への土居葺き作業の状況
のじいた しっくい

しっくい

ど  い ぶ

沖縄県から納入された
2階御差床「龍柱（上）」、「内法額木（下）」（R6.9.17）

うちのりがくぎう  さ すか りゅうちゅう

沖縄県が製作中の「龍頭棟飾」（R6.9）
りゅうとうむなかざり

沖縄県から納入された「唐破風懸魚」（R6.6.11）
からは ふ げぎょ

沖縄県から納入された 2階御差床「羽目板」（蒲萄と栗鼠等の彫刻）　左：拡大、右：全体（R6.7.22）
ぶどう り  すう  さ すか は  め いた

焼失前の首里城正殿

焼失前の正殿２階御差床

　正
殿
復
元
工
事
に
お
い
て
は
、
県
内
外
の

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
る
「
沖
縄
県
首
里

城
復
興
基
金
」
の
一
部
を
活
用
し
、
工
事
に

用
い
る
木
材
、
瓦
類
（
前
述
）、
石
材
、
彫

刻
類
等
を
調
達
・
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
木
材
（
大
径
材
１
７
８
本
、

造
作
材
）、
礎
石
、
一
部
木
彫
刻
類
等
が
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
入
り
、

数
々
の
木
彫
刻
類
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
６

月
11
日
に
「
懸げ

魚ぎ
ょ

」、
７
月
22
日
に
２
階
御

差
床
「
羽は

目め

板い
た

」、
９
月
17
日
に
２
階
御
差

床
「
龍
柱
」・「
内う

ち

法の
り

額が
く

木ぎ

」
が
沖
縄
県
か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
木
彫
刻
は
当
局
正
殿
復
元
工
事
に
お

い
て
彩
色
や
設
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
焼
物
彫
刻
の
龍
頭
棟
飾
や
鬼
瓦
に
つ

い
て
、
現
在
沖
縄
県
が
製
作
中
で
、
令
和
６

年
度
内
に
は
沖
縄
総
合
事
務
局
へ
引
き
渡
さ

れ
る
予
定
で
す
。
正
殿
完
成
へ
向
け
て
、
今

後
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
彫
刻
が
お
目
見
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
０

り
ゅ
う
と
う
む
な
か
ざ
り

さ  

す
か

う    

さ う

り
ゅ
う
ち
ゅ
う

す
か
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　沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど

の
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
こ

れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方
で
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
や
依
然
と
し
て
高
い
運
輸

部
門
の
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
な
ど
、
暮
ら
し
や
企

業
活
動
を
阻
害
す
る
要
因
に
も
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

沖
縄
で
は
、
過
度
な
車
依
存
に
よ

る
交
通
渋
滞
で
生
産
年
齢
人
口
の
約
６
％
に

及
ぶ
労
働
力
が
失
わ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

や
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
の

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た

め
、
昨
年
度
の
調
査
検
討
事
業
に
お
い
て
、

需
要
サ
イ
ド （
住
民
や
企
業
等
）
に
よ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
向
け
た
行
動
変
容

と
供
給
サ
イ
ド
（
交
通
事
業
者
等
） 

に
よ
る

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
を
一
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

 

　こ
れ
を
受
け
、
上
記
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
官

民
が
連
携
し
て
進
め
る
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
行
動
変
容
を
県
民
全
体
の
取
組
と

す
る
た
め
の
住
民
・
企
業
向
け
パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
を
展
開
し
、
こ
の
取
組

を
通
じ
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
と
ど
ま

ら
ず
、
リ
モ
ー
ト
化
や
職
住
近
接
、
更
に
は

省
エ
ネ
化
な
ど
、
多
様
な
手
段
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
、
移
動
の
質
の
向
上
や
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
に
向
け
た

行
動
変
容
を
促
す
こ
と
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
つ
い
て
議
論
・
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
本
島
中
南
部
を
中
心
に
住
民

や
観
光
客
に
対
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
得
ら
れ
た
声
を
ま

と
め
ま
し
た
。（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。）

沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
？

住
民
、
企
業
向
け
パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
施 

沖縄交通リ・デザイン
官民共同宣言

沖縄交通リ・デザイン
官民共同宣言

～ 自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた 企業・個人の行動変容の促進について～

交通分担率

移動速度と損失時間

特  集  3 Special Feature

ショッピングモールでのインタビューインタビュー・意見交換会実施箇所

内
閣
府 

沖
縄
総
合
事
務
局 

・

パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
施

　令
和
６
年
８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動
推
進
会
議
」

で
は
、
様
々
な
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
た
委
員

の
皆
様
が
①
沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民

運
動
推
進
会
議
の
体
制
・
進
め
方
に
つ
い
て

②
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の
運
営
方

針
に
つ
い
て
③
今
後
の
調
査
事
業
の
進
め
方

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
社

会
課
題
の
解
決
や
企
業
活
動
に
貢
献
で
き
る

交
通
の
形
や
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
議
論
・

共
有
し
ま
し
た
。

 

　第
１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動
推
進
会

議
を
踏
ま
え
、経
済
界
、交
通・観
光
関
係
者
、

行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た

い
姿
」
の
実
現
に
向
け
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
転
換
」
と
「
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整

備
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
沖
縄
の
交
通
や

都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
続
け
る

べ
く
、「
官
民
共
同
宣
言
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
や
金
城
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

と
い
っ
た
沖
縄
の
官
民
を
代
表
す
る
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
リ
・
デ
ザ
イ
ン
へ
の
意
気
込
み
を

述
べ
、
沖
縄
の
交
通
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　こ
の
宣
言
を
皮
切
り
に
今
後
は
調
査
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
課
題
解
決
に
向

け
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
是

非
皆
様
も
１
度
沖
縄
の
交
通
課
題
に
つ
い
て

考
え
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
変
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　企
画
室

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

第
１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動

推
進
会
議

官
民
共
同
宣
言

沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言

～高付加価値経済と持続的な発展に貢献する交通を目指して～

　交通や都市は、人々の暮らしや余暇、地域の経済活動を支え、持続可

能な発展の基盤となるものです。これまで、沖縄では、自家用車を前提と

したライフスタイルとともに、経済成長を実現してきました。しかしながら、

慢性的な交通渋滞により、那覇市内の旅行速度は日本ワーストクラスであ

り、沖縄県全体では労働力に換算すると生産年齢人口の約６％相当が失わ

れています。また、著しく低い公共交通の分担率に伴う地球や地域の環境

の悪化、二次交通の利便性の低さによる観光客の沖縄離れなど、このまま

では、沖縄の生活・社会、ビジネス、観光の質の低下につながることも懸

念されます。

このような認識のもと、わたしたちは、沖縄に暮らす住民はもとより、経済・

金融・エネルギー・観光・教育・交通・都市といった多様な主体も一体となっ

て、「沖縄のありたい姿」の実現に向け、「ライフスタイルの転換」と「効

率的な移動環境の整備」を車の両輪として、沖縄の交通や都市のリ・デ

ザイン（再構築）に取り組み続けることをここに宣言します。

一．沖縄の将来は、わたしたち沖縄に住まう人々のもの。そのことを強く自覚し、

社会の変化にも対応しながら、住む人と訪れる人の誰もが満たされ、世界に

開かれた「沖縄のありたい姿」を、わたしたちみんなで構想し、描いていきます。

一．移動・行動の変容を通じて人々のライフスタイルを転換し、より健康的で充

実した生活を実現するとともに、持続可能なビジネスを創出し、労働生産性

を高め、暮らしとビジネスの好循環の実現に向け行動します。まずは、令和

６年９月の沖縄バス無料デーを端緒として、わたしたちの各々が率先して、

在宅勤務やノーマイカー通勤等の自家用車中心の生活からの脱却に向けた

行動に継続して取り組みます。沖縄に住むわたしたちがオーナーシップと決

意を持って、沖縄らしい自由でのびのびとした豊かな生き方を自ら実践し、訪

れる人々にもその価値を広めていきます。

一．まちづくりと一体となった交通拠点の整備や新たな公共交通システムの導入

の取組と併せて、デジタル技術の活用、移動のあり方の再編、事業者や分

野を超えた連携も含めて、利用者の目線に立って、今ある交通リソースのポ

テンシャルを最大限に引き出します。ライフスタイルの転換と持続可能なビジ

ネスの創出の好循環を支え、沖縄の高付加価値経済の発展を促し、人々の

暮らしに根差した社会共通資本として、「誰でも、いつでも、どこからどこへ

でも」交通の空白やストレスなく、効率的に移動できる環境の創出に向け取

り組みます

官民共同宣言を実施した皆様

第 1回リ・デザイン県民運動推進会議の様子
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　沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど

の
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
こ

れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方
で
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
や
依
然
と
し
て
高
い
運
輸

部
門
の
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
な
ど
、
暮
ら
し
や
企

業
活
動
を
阻
害
す
る
要
因
に
も
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

沖
縄
で
は
、
過
度
な
車
依
存
に
よ

る
交
通
渋
滞
で
生
産
年
齢
人
口
の
約
６
％
に

及
ぶ
労
働
力
が
失
わ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

や
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
の

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た

め
、
昨
年
度
の
調
査
検
討
事
業
に
お
い
て
、

需
要
サ
イ
ド （
住
民
や
企
業
等
）
に
よ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
向
け
た
行
動
変
容

と
供
給
サ
イ
ド
（
交
通
事
業
者
等
） 

に
よ
る

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
を
一
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

 

　こ
れ
を
受
け
、
上
記
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
官

民
が
連
携
し
て
進
め
る
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
行
動
変
容
を
県
民
全
体
の
取
組
と

す
る
た
め
の
住
民
・
企
業
向
け
パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
を
展
開
し
、
こ
の
取
組

を
通
じ
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
と
ど
ま

ら
ず
、
リ
モ
ー
ト
化
や
職
住
近
接
、
更
に
は

省
エ
ネ
化
な
ど
、
多
様
な
手
段
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
、
移
動
の
質
の
向
上
や
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
に
向
け
た

行
動
変
容
を
促
す
こ
と
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
つ
い
て
議
論
・
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
本
島
中
南
部
を
中
心
に
住
民

や
観
光
客
に
対
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
得
ら
れ
た
声
を
ま

と
め
ま
し
た
。（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）

沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
？

住
民
、
企
業
向
け
パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
施 

沖縄交通リ・デザイン
官民共同宣言

沖縄交通リ・デザイン
官民共同宣言

～ 自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた 企業・個人の行動変容の促進について～

交通分担率

移動速度と損失時間

特  集  3 Special Feature

ショッピングモールでのインタビューインタビュー・意見交換会実施箇所

内
閣
府 

沖
縄
総
合
事
務
局 

・

パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
施

　令
和
６
年
８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動
推
進
会
議
」

で
は
、
様
々
な
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
た
委
員

の
皆
様
が
①
沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民

運
動
推
進
会
議
の
体
制
・
進
め
方
に
つ
い
て

②
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の
運
営
方

針
に
つ
い
て
③
今
後
の
調
査
事
業
の
進
め
方

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
社

会
課
題
の
解
決
や
企
業
活
動
に
貢
献
で
き
る

交
通
の
形
や
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
議
論
・

共
有
し
ま
し
た
。

 

　第
１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動
推
進
会

議
を
踏
ま
え
、経
済
界
、交
通・観
光
関
係
者
、

行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た

い
姿
」
の
実
現
に
向
け
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
転
換
」
と
「
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整

備
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
沖
縄
の
交
通
や

都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
続
け
る

べ
く
、「
官
民
共
同
宣
言
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
や
金
城
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

と
い
っ
た
沖
縄
の
官
民
を
代
表
す
る
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
リ
・
デ
ザ
イ
ン
へ
の
意
気
込
み
を

述
べ
、
沖
縄
の
交
通
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　こ
の
宣
言
を
皮
切
り
に
今
後
は
調
査
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
課
題
解
決
に
向

け
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
是

非
皆
様
も
１
度
沖
縄
の
交
通
課
題
に
つ
い
て

考
え
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
変
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　企
画
室

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

第
１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動

推
進
会
議

官
民
共
同
宣
言

沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言

～高付加価値経済と持続的な発展に貢献する交通を目指して～

　交通や都市は、人々の暮らしや余暇、地域の経済活動を支え、持続可

能な発展の基盤となるものです。これまで、沖縄では、自家用車を前提と

したライフスタイルとともに、経済成長を実現してきました。しかしながら、

慢性的な交通渋滞により、那覇市内の旅行速度は日本ワーストクラスであ

り、沖縄県全体では労働力に換算すると生産年齢人口の約６％相当が失わ

れています。また、著しく低い公共交通の分担率に伴う地球や地域の環境

の悪化、二次交通の利便性の低さによる観光客の沖縄離れなど、このまま

では、沖縄の生活・社会、ビジネス、観光の質の低下につながることも懸

念されます。

このような認識のもと、わたしたちは、沖縄に暮らす住民はもとより、経済・

金融・エネルギー・観光・教育・交通・都市といった多様な主体も一体となっ

て、「沖縄のありたい姿」の実現に向け、「ライフスタイルの転換」と「効

率的な移動環境の整備」を車の両輪として、沖縄の交通や都市のリ・デ

ザイン（再構築）に取り組み続けることをここに宣言します。

一．沖縄の将来は、わたしたち沖縄に住まう人々のもの。そのことを強く自覚し、

社会の変化にも対応しながら、住む人と訪れる人の誰もが満たされ、世界に

開かれた「沖縄のありたい姿」を、わたしたちみんなで構想し、描いていきます。

一．移動・行動の変容を通じて人々のライフスタイルを転換し、より健康的で充

実した生活を実現するとともに、持続可能なビジネスを創出し、労働生産性

を高め、暮らしとビジネスの好循環の実現に向け行動します。まずは、令和

６年９月の沖縄バス無料デーを端緒として、わたしたちの各々が率先して、

在宅勤務やノーマイカー通勤等の自家用車中心の生活からの脱却に向けた

行動に継続して取り組みます。沖縄に住むわたしたちがオーナーシップと決

意を持って、沖縄らしい自由でのびのびとした豊かな生き方を自ら実践し、訪

れる人々にもその価値を広めていきます。

一．まちづくりと一体となった交通拠点の整備や新たな公共交通システムの導入

の取組と併せて、デジタル技術の活用、移動のあり方の再編、事業者や分

野を超えた連携も含めて、利用者の目線に立って、今ある交通リソースのポ

テンシャルを最大限に引き出します。ライフスタイルの転換と持続可能なビジ

ネスの創出の好循環を支え、沖縄の高付加価値経済の発展を促し、人々の

暮らしに根差した社会共通資本として、「誰でも、いつでも、どこからどこへ

でも」交通の空白やストレスなく、効率的に移動できる環境の創出に向け取

り組みます

官民共同宣言を実施した皆様

第 1回リ・デザイン県民運動推進会議の様子
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　沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど

の
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
こ

れ
ま
で
の
成
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を
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て
き
た
一
方
で
、
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な
交
通
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滞
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依
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高
い
運
輸
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門
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Ｃ
Ｏ
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排
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量
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ど
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や
企

業
活
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あ
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す
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縄
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６
％
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光
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懸
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と
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。
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を
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、
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の
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を
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を
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、
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を
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、
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交
通
機
関
の
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に
と
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、
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や
職
住
近
接
、
更
に
は
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化
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、
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な
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を
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、
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の
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や
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続
可
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イ
ル
へ
の
転
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に
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け
た

行
動
変
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と
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
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い
て
議
論
・
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
本
島
中
南
部
を
中
心
に
住
民

や
観
光
客
に
対
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
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、
得
ら
れ
た
声
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ま

と
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ま
し
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左
記
二
次
元
コ
ー
ド
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～ 自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた 企業・個人の行動変容の促進について～

交通分担率

移動速度と損失時間
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ショッピングモールでのインタビューインタビュー・意見交換会実施箇所
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縄
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局 

・

パ
ブ
リ
ッ
ク

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
実
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　令
和
６
年
８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動
推
進
会
議
」

で
は
、
様
々
な
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
た
委
員

の
皆
様
が
①
沖
縄
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通
リ
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デ
ザ
イ
ン
県
民

運
動
推
進
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議
の
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て

②
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の
運
営
方

針
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い
て
③
今
後
の
調
査
事
業
の
進
め
方

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
社

会
課
題
の
解
決
や
企
業
活
動
に
貢
献
で
き
る

交
通
の
形
や
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
議
論
・

共
有
し
ま
し
た
。

 

　第
１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動
推
進
会

議
を
踏
ま
え
、経
済
界
、交
通・観
光
関
係
者
、

行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た

い
姿
」
の
実
現
に
向
け
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
転
換
」
と
「
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整

備
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
沖
縄
の
交
通
や

都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
続
け
る

べ
く
、「
官
民
共
同
宣
言
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

玉
城
知
事
や
金
城
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

と
い
っ
た
沖
縄
の
官
民
を
代
表
す
る
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
リ
・
デ
ザ
イ
ン
へ
の
意
気
込
み
を

述
べ
、
沖
縄
の
交
通
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　こ
の
宣
言
を
皮
切
り
に
今
後
は
調
査
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
課
題
解
決
に
向

け
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
是

非
皆
様
も
１
度
沖
縄
の
交
通
課
題
に
つ
い
て

考
え
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
変
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　企
画
室

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

第
１
回
リ
・
デ
ザ
イ
ン
県
民
運
動

推
進
会
議

官
民
共
同
宣
言

沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言

～高付加価値経済と持続的な発展に貢献する交通を目指して～

　交通や都市は、人々の暮らしや余暇、地域の経済活動を支え、持続可

能な発展の基盤となるものです。これまで、沖縄では、自家用車を前提と

したライフスタイルとともに、経済成長を実現してきました。しかしながら、

慢性的な交通渋滞により、那覇市内の旅行速度は日本ワーストクラスであ

り、沖縄県全体では労働力に換算すると生産年齢人口の約６％相当が失わ

れています。また、著しく低い公共交通の分担率に伴う地球や地域の環境

の悪化、二次交通の利便性の低さによる観光客の沖縄離れなど、このまま

では、沖縄の生活・社会、ビジネス、観光の質の低下につながることも懸

念されます。

このような認識のもと、わたしたちは、沖縄に暮らす住民はもとより、経済・

金融・エネルギー・観光・教育・交通・都市といった多様な主体も一体となっ

て、「沖縄のありたい姿」の実現に向け、「ライフスタイルの転換」と「効

率的な移動環境の整備」を車の両輪として、沖縄の交通や都市のリ・デ

ザイン（再構築）に取り組み続けることをここに宣言します。

一．沖縄の将来は、わたしたち沖縄に住まう人々のもの。そのことを強く自覚し、

社会の変化にも対応しながら、住む人と訪れる人の誰もが満たされ、世界に

開かれた「沖縄のありたい姿」を、わたしたちみんなで構想し、描いていきます。

一．移動・行動の変容を通じて人々のライフスタイルを転換し、より健康的で充

実した生活を実現するとともに、持続可能なビジネスを創出し、労働生産性

を高め、暮らしとビジネスの好循環の実現に向け行動します。まずは、令和

６年９月の沖縄バス無料デーを端緒として、わたしたちの各々が率先して、

在宅勤務やノーマイカー通勤等の自家用車中心の生活からの脱却に向けた

行動に継続して取り組みます。沖縄に住むわたしたちがオーナーシップと決

意を持って、沖縄らしい自由でのびのびとした豊かな生き方を自ら実践し、訪

れる人々にもその価値を広めていきます。

一．まちづくりと一体となった交通拠点の整備や新たな公共交通システムの導入

の取組と併せて、デジタル技術の活用、移動のあり方の再編、事業者や分

野を超えた連携も含めて、利用者の目線に立って、今ある交通リソースのポ

テンシャルを最大限に引き出します。ライフスタイルの転換と持続可能なビジ

ネスの創出の好循環を支え、沖縄の高付加価値経済の発展を促し、人々の

暮らしに根差した社会共通資本として、「誰でも、いつでも、どこからどこへ

でも」交通の空白やストレスなく、効率的に移動できる環境の創出に向け取

り組みます

官民共同宣言を実施した皆様
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1111

公正取引課の広報・広聴活動！
　～法令違反を未然に防止するために～

　公正取引課では、所管する法令について、違反行為を排除するために厳正な法執行を
行うとともに、講習会を実施するなど、違反行為の未然防止の観点から、普及・啓発活
動を実施しています。群星９・10月号の特集記事でご紹介したフリーランス法（特定
受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律）を始め、各種取組をご紹介します。

　フリーランス法は、多種多様な業界で活躍しているフリーランスとの業務委託取引について、「取引の適正化」と「就業
環境の整備」の2つの観点から、発注事業者が守るべき義務と禁止行為を定めています。
　例えば、同法第３条では、取引条件を明示する義務が定められており、フリーランスに業務委託をした場合は、直ちに、
取引の条件を、書面または電磁的方法により明示しなければならないとされています。
　この「電磁的方法による提供」とは具体的にはどのような方法でしょうか。同法に関する Q&A では、 「電磁的方法による
提供」とは、電子メール、チャットツール、SMS、SNS、ウェブサイト、アプリケーション等のメッセージ機能を用いて送信
する場合や電子ファイルのデータを保存した USB メモリや CD-R 等を交付する方法が該当するとされていま
す（Q&AのQ40）。
　 公正取引委員会ウェブサイト 「フリーランスの取引適正化に向けた公正取引委員会の取組」では、Q&A、
リーフレット、職員による解説動画など、フリーランス法に関する様々なコンテンツを
掲載しています。右二次元コードからご覧ください。
　また、公正取引課では、フリーランス法の施行に向けて、同法に関する説明会を様々
な機会を捉えて行っています。団体様からのご要請があれば、日時や場所、説明時間
など、可能な限りご要望に応える形で対応してまいりますので、お気軽にお問い合わせ
ください。

　昨今さまざまなコストが高騰していますが、経済の好循環を実現するためには、労務費の適切な転嫁を通じた取引適正化
が必要不可欠です。
　公正取引委員会と内閣官房が昨年１１月に策定した「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」は、労務費の
転嫁に係る価格交渉について、発注者と受注者それぞれが採るべき行動／求められる行動を１２の行動指針として定めたも
のです。発注者が本指針に沿わないような行為をすることにより、公正な競争を阻害するおそれがある場合、公正取引委員
会において独占禁止法及び下請代金法に基づき厳正に対処します。本指針の詳細について、公正取引委員会
HPにおいてご確認いただけます。右二次元コードからご覧ください。
　また、公正取引課では、事業者向けの講習会や事業者団体との懇談会等を通して、本指針について周知活
動を行っています。

　公正取引委員会は、毎年 11月を「下請取引適正化推進月間」として、下請法の普及・啓発に関する取
組を集中的に行っています。今年度の下請取引適正化推進月間では、以下のキャンペーン標語のもとで、
普及・啓発に関する取組を行います。

　公正取引課では、皆様のニーズに合わせ、県内各地に所管法律に関する講師派遣や講習会を行っています。
お気軽にご連絡ください。

下請法の基礎知識（親事業者の義務、禁止行為など）を説明した動画をご覧いただけます。

令和６年11月からフリーランス法が施行されます！
発注事業者の皆さん、フリーランスに業務委託する場合に取引条件の明示を行っていますか？

「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」～物価に負けない賃上げ交渉を！～

11月は　「下請取引適正化推進月間」　です！

賃上げと　労務費転嫁を　両輪に賃上げと　労務費転嫁を　両輪に
「どっきん」

フリーランス法を説明する職員▶

令和６年度「下請取引適正化推進月間」キャンペーン標語

動画掲載場所 公正取引委員会　公式　YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/c/JFTCchannel　

お問合せ先 総務部　公正取引課　☎ 098－866－0049
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講師の財務省馬場主計企画官

意見交換会の様子

我が国の財政の現状や
政府の取組を情報発信

　財
務
部
で
は
、
我
が
国
の
財
政
の
現
状

や
政
府
の
取
組
を
広
く
国
民
に
お
伝
え
し
、

理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
例
年
、
財
務
省
主
計
局
の
幹

部
を
講
師
と
し
て
招
き
、
財
政
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
往
訪
方
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に

よ
り
、
主
計
局
の
馬
場
主
計
企
画
官
を
講

師
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、「
最
近
の

経
済
状
況
等
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
経
済
界

の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

  

財
政
講
演
会

　８
月
22
日
、
財
政
講
演
会
を
開
催
し
、

経
済
団
体
、
金
融
機
関
、
一
般
企
業
、
地

方
公
共
団
体
な
ど
多
数
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、馬
場
主
計
企
画
官
か
ら
「
我

が
国
の
財
政
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　参
加
者
は
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

お
り
、
質
疑
応
答
で
は
「
国
債
の
利
払
い

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
」、「
将
来
世
代
の
視
点

（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
）
に
つ
い
て
も

説
明
が
あ
り
安
心
し
た
」
と
い
っ
た
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
有
意

義
で
あ
っ
た
」、「
次
回
の
講
演
会
に
も
参

加
し
た
い
」
と
多
く
の
評
価
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、「
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
い
」
な
ど

の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

 
地
元
経
済
界
ほ
か
と
の
意
見
交
換
会

　講
演
会
終
了
後
に
は
、
地
元
経
済
界
の

皆
様
６
名
と
馬
場
企
画
官
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、

「
人
手
不
足
や
物
価
高
騰
、
人
件
費
の
上
昇

圧
力
が
強
ま
っ
て
お
り
、
県
内
の
中
小
企

業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
地
元
の
声
を
伺

う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　財
務
部
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
、
よ
り

一
層
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
我
が
国
の
財
政
状
況
や
財
政
健
全

化
に
向
け
た
政
府
の
取
組
な
ど
を
情
報
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　財
務
部
　理
財
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
２

熱心に聞き入る参加者の皆さん
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公正取引課の広報・広聴活動！
　～法令違反を未然に防止するために～

　公正取引課では、所管する法令について、違反行為を排除するために厳正な法執行を
行うとともに、講習会を実施するなど、違反行為の未然防止の観点から、普及・啓発活
動を実施しています。群星９・10月号の特集記事でご紹介したフリーランス法（特定
受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律）を始め、各種取組をご紹介します。

　フリーランス法は、多種多様な業界で活躍しているフリーランスとの業務委託取引について、「取引の適正化」と「就業
環境の整備」の2つの観点から、発注事業者が守るべき義務と禁止行為を定めています。
　例えば、同法第３条では、取引条件を明示する義務が定められており、フリーランスに業務委託をした場合は、直ちに、
取引の条件を、書面または電磁的方法により明示しなければならないとされています。
　この「電磁的方法による提供」とは具体的にはどのような方法でしょうか。同法に関する Q&A では、 「電磁的方法による
提供」とは、電子メール、チャットツール、SMS、SNS、ウェブサイト、アプリケーション等のメッセージ機能を用いて送信
する場合や電子ファイルのデータを保存したUSBメモリやCD-R等を交付する方法が該当するとされています
（Q&AのQ40）。
　 公正取引委員会ウェブサイト 「フリーランスの取引適正化に向けた公正取引委員会の取組」では、Q&A、
リーフレット、職員による解説動画など、フリーランス法に関する様々なコンテンツを
掲載しています。右二次元コードからご覧ください。
　また、公正取引課では、フリーランス法の施行に向けて、同法に関する説明会を様々
な機会を捉えて行っています。団体様からのご要請があれば、日時や場所、説明時間
など、可能な限りご要望に応える形で対応してまいりますので、お気軽にお問い合わせ
ください。

　昨今さまざまなコストが高騰していますが、経済の好循環を実現するためには、労務費の適切な転嫁を通じた取引適正化
が必要不可欠です。
　公正取引委員会と内閣官房が昨年１１月に策定した「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」は、労務費の
転嫁に係る価格交渉について、発注者と受注者それぞれが採るべき行動／求められる行動を１２の行動指針として定めたも
のです。発注者が本指針に沿わないような行為をすることにより、公正な競争を阻害するおそれがある場合、公正取引委員
会において独占禁止法及び下請代金法に基づき厳正に対処します。本指針の詳細について、公正取引委員会
HPにおいてご確認いただけます。右二次元コードからご覧ください。
　また、公正取引課では、事業者向けの講習会や事業者団体との懇談会等を通して、本指針について周知活
動を行っています。

　公正取引委員会は、毎年 11月を「下請取引適正化推進月間」として、下請法の普及・啓発に関する取
組を集中的に行っています。今年度の下請取引適正化推進月間では、以下のキャンペーン標語のもとで、
普及・啓発に関する取組を行います。

　公正取引課では、皆様のニーズに合わせ、県内各地に所管法律に関する講師派遣や講習会を行っています。
お気軽にご連絡ください。

下請法の基礎知識（親事業者の義務、禁止行為など）を説明した動画をご覧いただけます。

令和６年11月からフリーランス法が施行されます！
発注事業者の皆さん、フリーランスに業務委託する場合に取引条件の明示を行っていますか？

「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」～物価に負けない賃上げ交渉を！～

11月は　「下請取引適正化推進月間」　です！

賃上げと　労務費転嫁を　両輪に賃上げと　労務費転嫁を　両輪に
「どっきん」

フリーランス法を説明する職員▶

令和６年度「下請取引適正化推進月間」キャンペーン標語

動画掲載場所 公正取引委員会　公式　YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/c/JFTCchannel　

お問合せ先 総務部　公正取引課　☎ 098－866－0049
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熱心に聞き入る参加者の皆さん
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公正取引課の広報・広聴活動！
　～法令違反を未然に防止するために～

　公正取引課では、所管する法令について、違反行為を排除するために厳正な法執行を
行うとともに、講習会を実施するなど、違反行為の未然防止の観点から、普及・啓発活
動を実施しています。群星９・10月号の特集記事でご紹介したフリーランス法（特定
受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律）を始め、各種取組をご紹介します。

　フリーランス法は、多種多様な業界で活躍しているフリーランスとの業務委託取引について、「取引の適正化」と「就業
環境の整備」の2つの観点から、発注事業者が守るべき義務と禁止行為を定めています。
　例えば、同法第３条では、取引条件を明示する義務が定められており、フリーランスに業務委託をした場合は、直ちに、
取引の条件を、書面または電磁的方法により明示しなければならないとされています。
　この「電磁的方法による提供」とは具体的にはどのような方法でしょうか。同法に関する Q&A では、 「電磁的方法による
提供」とは、電子メール、チャットツール、SMS、SNS、ウェブサイト、アプリケーション等のメッセージ機能を用いて送信
する場合や電子ファイルのデータを保存した USB メモリや CD-R 等を交付する方法が該当するとされていま
す（Q&AのQ40）。
　 公正取引委員会ウェブサイト 「フリーランスの取引適正化に向けた公正取引委員会の取組」では、Q&A、
リーフレット、職員による解説動画など、フリーランス法に関する様々なコンテンツを
掲載しています。右二次元コードからご覧ください。
　また、公正取引課では、フリーランス法の施行に向けて、同法に関する説明会を様々
な機会を捉えて行っています。団体様からのご要請があれば、日時や場所、説明時間
など、可能な限りご要望に応える形で対応してまいりますので、お気軽にお問い合わせ
ください。

　昨今さまざまなコストが高騰していますが、経済の好循環を実現するためには、労務費の適切な転嫁を通じた取引適正化
が必要不可欠です。
　公正取引委員会と内閣官房が昨年１１月に策定した「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」は、労務費の
転嫁に係る価格交渉について、発注者と受注者それぞれが採るべき行動／求められる行動を１２の行動指針として定めたも
のです。発注者が本指針に沿わないような行為をすることにより、公正な競争を阻害するおそれがある場合、公正取引委員
会において独占禁止法及び下請代金法に基づき厳正に対処します。本指針の詳細について、公正取引委員会
HPにおいてご確認いただけます。右二次元コードからご覧ください。
　また、公正取引課では、事業者向けの講習会や事業者団体との懇談会等を通して、本指針について周知活
動を行っています。

　公正取引委員会は、毎年 11月を「下請取引適正化推進月間」として、下請法の普及・啓発に関する取
組を集中的に行っています。今年度の下請取引適正化推進月間では、以下のキャンペーン標語のもとで、
普及・啓発に関する取組を行います。

　公正取引課では、皆様のニーズに合わせ、県内各地に所管法律に関する講師派遣や講習会を行っています。
お気軽にご連絡ください。

下請法の基礎知識（親事業者の義務、禁止行為など）を説明した動画をご覧いただけます。

令和６年11月からフリーランス法が施行されます！
発注事業者の皆さん、フリーランスに業務委託する場合に取引条件の明示を行っていますか？

「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」～物価に負けない賃上げ交渉を！～

11月は　「下請取引適正化推進月間」　です！

賃上げと　労務費転嫁を　両輪に賃上げと　労務費転嫁を　両輪に
「どっきん」

フリーランス法を説明する職員▶

令和６年度「下請取引適正化推進月間」キャンペーン標語

動画掲載場所 公正取引委員会　公式　YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/c/JFTCchannel　

お問合せ先 総務部　公正取引課　☎ 098－866－0049
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講師の財務省馬場主計企画官

意見交換会の様子

我が国の財政の現状や
政府の取組を情報発信

　財
務
部
で
は
、
我
が
国
の
財
政
の
現
状

や
政
府
の
取
組
を
広
く
国
民
に
お
伝
え
し
、

理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
例
年
、
財
務
省
主
計
局
の
幹

部
を
講
師
と
し
て
招
き
、
財
政
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
往
訪
方
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に

よ
り
、
主
計
局
の
馬
場
主
計
企
画
官
を
講

師
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、「
最
近
の

経
済
状
況
等
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
経
済
界

の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

  
財
政
講
演
会

　８
月
22
日
、
財
政
講
演
会
を
開
催
し
、

経
済
団
体
、
金
融
機
関
、
一
般
企
業
、
地

方
公
共
団
体
な
ど
多
数
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、馬
場
主
計
企
画
官
か
ら
「
我

が
国
の
財
政
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　参
加
者
は
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

お
り
、
質
疑
応
答
で
は
「
国
債
の
利
払
い

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
」、「
将
来
世
代
の
視
点

（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
）
に
つ
い
て
も

説
明
が
あ
り
安
心
し
た
」
と
い
っ
た
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
有
意

義
で
あ
っ
た
」、「
次
回
の
講
演
会
に
も
参

加
し
た
い
」
と
多
く
の
評
価
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、「
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
い
」
な
ど

の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

 

地
元
経
済
界
ほ
か
と
の
意
見
交
換
会

　講
演
会
終
了
後
に
は
、
地
元
経
済
界
の

皆
様
６
名
と
馬
場
企
画
官
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、

「
人
手
不
足
や
物
価
高
騰
、
人
件
費
の
上
昇

圧
力
が
強
ま
っ
て
お
り
、
県
内
の
中
小
企

業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
地
元
の
声
を
伺

う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　財
務
部
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
、
よ
り

一
層
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
我
が
国
の
財
政
状
況
や
財
政
健
全

化
に
向
け
た
政
府
の
取
組
な
ど
を
情
報
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　財
務
部
　理
財
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
２

熱心に聞き入る参加者の皆さん
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もし、日本が100人の村で
100万円の予算だったら？
日本村の予算を作ろう！ 

～出前授業 in 沖縄市立北美小学校～

　財
務
部
で
は
、
小
中
学
校
、
高
校
向
け

の
出
前
授
業
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

活
用
し
た
予
算
編
集
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
た
「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
７
月
９
日
、

11
日
及
び
12
日
の
３
日
間
、
沖
縄
市
立
北

美
小
学
校
６
年
生
３
ク
ラ
ス
（
１
０
５
名
）

を
対
象
に
行
っ
た
出
前
授
業
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

国
の
財
政
に
つ
い
て

　授
業
の
前
半
は
、
国
の
歳
入
と
歳
出
に

つ
い
て
、
身
近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

「
救
急
車
が
出
動
す
る
と
き
の
費
用
」や「
国

の
借
金
を
１
万
円
札
で
積
み
上
げ
た
場
合

の
高
さ
」
な
ど
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

説
明
を
行
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

会
費
を
税
金
や
保
険
料
と
し
て
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
医
療
や
介

護
及
び
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
増
え
、

借
金
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
日
本
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

 

予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：

  

「
日
本
村
の
予
算
を
作
ろ
う
」

　そ
の
後
、「
も
し
、
日
本
が
１
０
０
人
の

村
で
１
０
０
万
円
の
予
算
だ
っ
た
ら
？
」

と
仮
定
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
高
齢

者
に
優
し
い
村
」
や
「
教
育
の
充
実
し
た

村
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
村
に
し
た
い
か

テ
ー
マ
を
決
め
た
あ
と
、
予
算
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　児
童
た
ち
は
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
歳

出
は
、
ど
の
分
野
を
増
や
し
て
、
ま
た
は

減
ら
せ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

税
金
で
お
金
を
集
め
る
べ
き
か
な
ど
、
活

発
に
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
予
算
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
は
、「
お
年
玉

を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
よ
う
、
お
年
寄
り

に
年
金
を
た
く
さ
ん
支
払
っ
て
ほ
し
い
」、

「
体
育
館
や
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で

き
る
よ
う
学
校
へ
の
予
算
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
」、「
通
学
路
を
き
れ
い
に
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
子
育
て
の
た
め
に
は
公
園
を

た
く
さ
ん
作
っ
た
方
が
よ
い
」、「
儲
か
っ

て
い
る
会
社
か
ら
た
く
さ
ん
税
金
を
集
め
、

消
費
税
は
少
な
く
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

国
の
歳
入
や
歳
出
に
つ
い
て
多
様
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

 
児
童
た
ち
の
声

　授
業
終
了
後
の
振
り
返
り
（
ア
ン
ケ
ー

ト
）
で
は
、
児
童
た
ち
か
ら
、「
財
政
は
自

分
た
ち
に
は
、
関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

た
け
ど
、
大
い
に
関
係
が
あ
る
こ
と
や
救

急
車
が
出
動
す
る
の
に
お
金
が
か
か
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
」、「
日
本
は
、
国
を
支
え

る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」、「
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
時
間
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た

や
り
た
い
で
す
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
今
回
の
授
業
は
新
紙
幣
発
行
直

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
児
童
た
ち
か
ら

講
師
に
対
し
「
新
し
い
お
札
を
持
っ
て
い

ま
す
か
」、「
ど
こ
に
行
け
ば
入
手
で
き
ま

す
か
」
な
ど
、
新
紙
幣
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　財
務
部
は
、
今
後
も
教
育
機
関
と
連
携

し
、
児
童
た
ち
が
日
本
の
財
政
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
出
張
授
業
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、
左

記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　財
務
部
　財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
１

財務部職員による財政授業の様子

作成した予算案を発表する様子
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お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

「
消
費
者
の
部
屋

夏
休
み
特
別
講
座

親
子
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」を

開
催
し
ま
し
た

　沖
縄
総
合
事
務
局
１
階
の
「
消
費
者
の

部
屋
」
で
は
、
消
費
者
の
皆
様
に
農
林
水

産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
令
和
６
年
８
月
６
日
に
、
小
学
生

を
対
象
に
「
夏
休
み
特
別
講
座
　親
子
見

学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
牛
乳
工
場

及
び
牧
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
親
子
９
組
、
合
計
21
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
局
で
乳

牛
の
一
生
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
後
、

牛
乳
工
場
で
は
、
工
場
長
よ
り
原
料
の
搬

入
か
ら
製
品
が
で
き
る
ま
で
の
一
連
の
工

程
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
「
牛
乳
を
２
種
類
作
っ
て

い
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
違
い
は
何
で
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

工
場
の
方
か
ら
「
殺
菌
に
お
け
る
温
度
と

時
間
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
牧
場
見
学
で
は
、
担
当

者
か
ら
乳
牛
の
世
話
や
乳
を
搾
る
時
間
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

「
牛
を
初
め
て
見
ま
し
た
」、「
子
牛
は
意
外

に
大
き
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　「消
費
者
の
部
屋
」
で
は
、
今
後
も
農
林

水
産
業
に
関
す
る
情
報
発
信
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
局
Ｈ
Ｐ
や
局
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
二
重

に
防
護
服
を
着
る
と
想
像
し
て
い
る
よ
り

も
暑
か
っ
た
」、「
ガ
ム
テ
ー
プ
を
一
人
で

外
す
の
は
大
変
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
の
協
力

に
よ
り
初
動
防
疫
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発

生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

「
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
作
業

説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　伝
播
力
の
強
い
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
豚
熱
な
ど
の
特
定
家
畜
伝
染
病

が
発
生
し
た
場
合
は
、
迅
速
な
初
動
防
疫

に
よ
り
そ
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
特
定
家
畜
伝

染
病
の
発
生
に
備
え
、
農
林
水
産
部
の
職

員
を
対
象
に
、
発
生
農
場
で
実
施
す
る
防

疫
作
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
７
月
12
日
に
農
林
水
産

省
動
物
検
疫
所
沖
縄
支
所
、
沖
縄
県
畜
産

課
か
ら
講
師
を
招
き
、
国
外
か
ら
の
家
畜

伝
染
病
の
侵
入
を
防
ぐ
動
物
検
疫
所
の
取

組
や
初
動
防
疫

に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し

た
。　ま

た
、
今
回
は

初
動
防
疫
の
現

場
で
の
対
応
に

当
た
っ
て
講
師

か
ら
作
業
の
手

順
等
の
説
明
を

受
け
た
後
、
防

護
服
の
着
用
未

経
験
の
若
手
職

員
を
対
象
に
、

着
脱
の
訓
練
も

工場見学の様子

防護服の着脱訓練

牧場見学の様子

〜
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

　
　家畜
の
伝
染
病
の
発
生
に
備
え
て
〜

動物検疫所の取組の説明
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もし、日本が100人の村で
100万円の予算だったら？
日本村の予算を作ろう！ 

～出前授業 in 沖縄市立北美小学校～

　財
務
部
で
は
、
小
中
学
校
、
高
校
向
け

の
出
前
授
業
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

活
用
し
た
予
算
編
集
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
た
「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
７
月
９
日
、

11
日
及
び
12
日
の
３
日
間
、
沖
縄
市
立
北

美
小
学
校
６
年
生
３
ク
ラ
ス
（
１
０
５
名
）

を
対
象
に
行
っ
た
出
前
授
業
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

国
の
財
政
に
つ
い
て

　授
業
の
前
半
は
、
国
の
歳
入
と
歳
出
に

つ
い
て
、
身
近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

「
救
急
車
が
出
動
す
る
と
き
の
費
用
」や「
国

の
借
金
を
１
万
円
札
で
積
み
上
げ
た
場
合

の
高
さ
」
な
ど
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

説
明
を
行
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

会
費
を
税
金
や
保
険
料
と
し
て
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
医
療
や
介

護
及
び
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
増
え
、

借
金
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
日
本
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

 

予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：

  

「
日
本
村
の
予
算
を
作
ろ
う
」

　そ
の
後
、「
も
し
、
日
本
が
１
０
０
人
の

村
で
１
０
０
万
円
の
予
算
だ
っ
た
ら
？
」

と
仮
定
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
高
齢

者
に
優
し
い
村
」
や
「
教
育
の
充
実
し
た

村
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
村
に
し
た
い
か

テ
ー
マ
を
決
め
た
あ
と
、
予
算
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　児
童
た
ち
は
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
歳

出
は
、
ど
の
分
野
を
増
や
し
て
、
ま
た
は

減
ら
せ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

税
金
で
お
金
を
集
め
る
べ
き
か
な
ど
、
活

発
に
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
予
算
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
は
、「
お
年
玉

を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
よ
う
、
お
年
寄
り

に
年
金
を
た
く
さ
ん
支
払
っ
て
ほ
し
い
」、

「
体
育
館
や
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で

き
る
よ
う
学
校
へ
の
予
算
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
」、「
通
学
路
を
き
れ
い
に
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
子
育
て
の
た
め
に
は
公
園
を

た
く
さ
ん
作
っ
た
方
が
よ
い
」、「
儲
か
っ

て
い
る
会
社
か
ら
た
く
さ
ん
税
金
を
集
め
、

消
費
税
は
少
な
く
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

国
の
歳
入
や
歳
出
に
つ
い
て
多
様
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

 
児
童
た
ち
の
声

　授
業
終
了
後
の
振
り
返
り
（
ア
ン
ケ
ー

ト
）
で
は
、
児
童
た
ち
か
ら
、「
財
政
は
自

分
た
ち
に
は
、
関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

た
け
ど
、
大
い
に
関
係
が
あ
る
こ
と
や
救

急
車
が
出
動
す
る
の
に
お
金
が
か
か
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
」、「
日
本
は
、
国
を
支
え

る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」、「
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
時
間
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た

や
り
た
い
で
す
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
今
回
の
授
業
は
新
紙
幣
発
行
直

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
児
童
た
ち
か
ら

講
師
に
対
し
「
新
し
い
お
札
を
持
っ
て
い

ま
す
か
」、「
ど
こ
に
行
け
ば
入
手
で
き
ま

す
か
」
な
ど
、
新
紙
幣
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　財
務
部
は
、
今
後
も
教
育
機
関
と
連
携

し
、
児
童
た
ち
が
日
本
の
財
政
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
出
張
授
業
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、
左

記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　財
務
部
　財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
１

財務部職員による財政授業の様子

作成した予算案を発表する様子
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お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

「
消
費
者
の
部
屋

夏
休
み
特
別
講
座

親
子
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」を

開
催
し
ま
し
た

　沖
縄
総
合
事
務
局
１
階
の
「
消
費
者
の

部
屋
」
で
は
、
消
費
者
の
皆
様
に
農
林
水

産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
令
和
６
年
８
月
６
日
に
、
小
学
生

を
対
象
に
「
夏
休
み
特
別
講
座
　親
子
見

学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
牛
乳
工
場

及
び
牧
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
親
子
９
組
、
合
計
21
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
局
で
乳

牛
の
一
生
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
後
、

牛
乳
工
場
で
は
、
工
場
長
よ
り
原
料
の
搬

入
か
ら
製
品
が
で
き
る
ま
で
の
一
連
の
工

程
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
「
牛
乳
を
２
種
類
作
っ
て

い
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
違
い
は
何
で
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

工
場
の
方
か
ら
「
殺
菌
に
お
け
る
温
度
と

時
間
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
牧
場
見
学
で
は
、
担
当

者
か
ら
乳
牛
の
世
話
や
乳
を
搾
る
時
間
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

「
牛
を
初
め
て
見
ま
し
た
」、「
子
牛
は
意
外

に
大
き
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　「消
費
者
の
部
屋
」
で
は
、
今
後
も
農
林

水
産
業
に
関
す
る
情
報
発
信
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
局
Ｈ
Ｐ
や
局
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
二
重

に
防
護
服
を
着
る
と
想
像
し
て
い
る
よ
り

も
暑
か
っ
た
」、「
ガ
ム
テ
ー
プ
を
一
人
で

外
す
の
は
大
変
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
の
協
力

に
よ
り
初
動
防
疫
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発

生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

「
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
作
業

説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　伝
播
力
の
強
い
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
豚
熱
な
ど
の
特
定
家
畜
伝
染
病

が
発
生
し
た
場
合
は
、
迅
速
な
初
動
防
疫

に
よ
り
そ
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
特
定
家
畜
伝

染
病
の
発
生
に
備
え
、
農
林
水
産
部
の
職

員
を
対
象
に
、
発
生
農
場
で
実
施
す
る
防

疫
作
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
７
月
12
日
に
農
林
水
産

省
動
物
検
疫
所
沖
縄
支
所
、
沖
縄
県
畜
産

課
か
ら
講
師
を
招
き
、
国
外
か
ら
の
家
畜

伝
染
病
の
侵
入
を
防
ぐ
動
物
検
疫
所
の
取

組
や
初
動
防
疫

に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し

た
。　ま

た
、
今
回
は

初
動
防
疫
の
現

場
で
の
対
応
に

当
た
っ
て
講
師

か
ら
作
業
の
手

順
等
の
説
明
を

受
け
た
後
、
防

護
服
の
着
用
未

経
験
の
若
手
職

員
を
対
象
に
、

着
脱
の
訓
練
も

工場見学の様子

防護服の着脱訓練

牧場見学の様子

〜
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

　
　家畜
の
伝
染
病
の
発
生
に
備
え
て
〜

動物検疫所の取組
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もし、日本が100人の村で
100万円の予算だったら？
日本村の予算を作ろう！ 

～出前授業 in 沖縄市立北美小学校～

　財
務
部
で
は
、
小
中
学
校
、
高
校
向
け

の
出
前
授
業
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

活
用
し
た
予
算
編
集
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
た
「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
７
月
９
日
、

11
日
及
び
12
日
の
３
日
間
、
沖
縄
市
立
北

美
小
学
校
６
年
生
３
ク
ラ
ス
（
１
０
５
名
）

を
対
象
に
行
っ
た
出
前
授
業
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

国
の
財
政
に
つ
い
て

　授
業
の
前
半
は
、
国
の
歳
入
と
歳
出
に

つ
い
て
、
身
近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

「
救
急
車
が
出
動
す
る
と
き
の
費
用
」や「
国

の
借
金
を
１
万
円
札
で
積
み
上
げ
た
場
合

の
高
さ
」
な
ど
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

説
明
を
行
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

会
費
を
税
金
や
保
険
料
と
し
て
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
医
療
や
介

護
及
び
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
増
え
、

借
金
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
日
本
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

 

予
算
編
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：

  

「
日
本
村
の
予
算
を
作
ろ
う
」

　そ
の
後
、「
も
し
、
日
本
が
１
０
０
人
の

村
で
１
０
０
万
円
の
予
算
だ
っ
た
ら
？
」

と
仮
定
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
高
齢

者
に
優
し
い
村
」
や
「
教
育
の
充
実
し
た

村
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
村
に
し
た
い
か

テ
ー
マ
を
決
め
た
あ
と
、
予
算
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　児
童
た
ち
は
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
歳

出
は
、
ど
の
分
野
を
増
や
し
て
、
ま
た
は

減
ら
せ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

税
金
で
お
金
を
集
め
る
べ
き
か
な
ど
、
活

発
に
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
予
算
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
は
、「
お
年
玉

を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
よ
う
、
お
年
寄
り

に
年
金
を
た
く
さ
ん
支
払
っ
て
ほ
し
い
」、

「
体
育
館
や
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で

き
る
よ
う
学
校
へ
の
予
算
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
」、「
通
学
路
を
き
れ
い
に
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
子
育
て
の
た
め
に
は
公
園
を

た
く
さ
ん
作
っ
た
方
が
よ
い
」、「
儲
か
っ

て
い
る
会
社
か
ら
た
く
さ
ん
税
金
を
集
め
、

消
費
税
は
少
な
く
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

国
の
歳
入
や
歳
出
に
つ
い
て
多
様
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

 

児
童
た
ち
の
声

　授
業
終
了
後
の
振
り
返
り
（
ア
ン
ケ
ー

ト
）
で
は
、
児
童
た
ち
か
ら
、「
財
政
は
自

分
た
ち
に
は
、
関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

た
け
ど
、
大
い
に
関
係
が
あ
る
こ
と
や
救

急
車
が
出
動
す
る
の
に
お
金
が
か
か
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
」、「
日
本
は
、
国
を
支
え

る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」、「
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
時
間
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た

や
り
た
い
で
す
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
今
回
の
授
業
は
新
紙
幣
発
行
直

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
児
童
た
ち
か
ら

講
師
に
対
し
「
新
し
い
お
札
を
持
っ
て
い

ま
す
か
」、「
ど
こ
に
行
け
ば
入
手
で
き
ま

す
か
」
な
ど
、
新
紙
幣
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　財
務
部
は
、
今
後
も
教
育
機
関
と
連
携

し
、
児
童
た
ち
が
日
本
の
財
政
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
出
張
授
業
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、
左

記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　財
務
部
　財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
１

財務部職員による財政授業の様子

作成した予算案を発表する様子
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お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

「
消
費
者
の
部
屋

夏
休
み
特
別
講
座

親
子
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」を

開
催
し
ま
し
た

　沖
縄
総
合
事
務
局
１
階
の
「
消
費
者
の

部
屋
」
で
は
、
消
費
者
の
皆
様
に
農
林
水

産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
令
和
６
年
８
月
６
日
に
、
小
学
生

を
対
象
に
「
夏
休
み
特
別
講
座
　親
子
見

学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
牛
乳
工
場

及
び
牧
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
親
子
９
組
、
合
計
21
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
局
で
乳

牛
の
一
生
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
後
、

牛
乳
工
場
で
は
、
工
場
長
よ
り
原
料
の
搬

入
か
ら
製
品
が
で
き
る
ま
で
の
一
連
の
工

程
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
「
牛
乳
を
２
種
類
作
っ
て

い
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
違
い
は
何
で
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

工
場
の
方
か
ら
「
殺
菌
に
お
け
る
温
度
と

時
間
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
牧
場
見
学
で
は
、
担
当

者
か
ら
乳
牛
の
世
話
や
乳
を
搾
る
時
間
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

「
牛
を
初
め
て
見
ま
し
た
」、「
子
牛
は
意
外

に
大
き
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　「消
費
者
の
部
屋
」
で
は
、
今
後
も
農
林

水
産
業
に
関
す
る
情
報
発
信
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
局
Ｈ
Ｐ
や
局
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
二
重

に
防
護
服
を
着
る
と
想
像
し
て
い
る
よ
り

も
暑
か
っ
た
」、「
ガ
ム
テ
ー
プ
を
一
人
で

外
す
の
は
大
変
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
の
協
力

に
よ
り
初
動
防
疫
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発

生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

「
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
作
業

説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　伝
播
力
の
強
い
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
豚
熱
な
ど
の
特
定
家
畜
伝
染
病

が
発
生
し
た
場
合
は
、
迅
速
な
初
動
防
疫

に
よ
り
そ
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
特
定
家
畜
伝

染
病
の
発
生
に
備
え
、
農
林
水
産
部
の
職

員
を
対
象
に
、
発
生
農
場
で
実
施
す
る
防

疫
作
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
７
月
12
日
に
農
林
水
産

省
動
物
検
疫
所
沖
縄
支
所
、
沖
縄
県
畜
産

課
か
ら
講
師
を
招
き
、
国
外
か
ら
の
家
畜

伝
染
病
の
侵
入
を
防
ぐ
動
物
検
疫
所
の
取

組
や
初
動
防
疫

に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し

た
。　ま

た
、
今
回
は

初
動
防
疫
の
現

場
で
の
対
応
に

当
た
っ
て
講
師

か
ら
作
業
の
手

順
等
の
説
明
を

受
け
た
後
、
防

護
服
の
着
用
未

経
験
の
若
手
職

員
を
対
象
に
、

着
脱
の
訓
練
も

工場見学の様子

防護服の着脱訓練

牧場見学の様子

〜
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

　
　家畜
の
伝
染
病
の
発
生
に
備
え
て
〜

動物検疫所の取組の説明

No.4

No.5

沖縄総合事務局
農林水産部公式 SNS（X）
はこちら
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JA ファーマーズゆんた市場
（ファミリエファーム）

店頭販売用 POP

栽培中の圃場

コープおきなわあっぷるタウン店での PR活動
（あらぐさ）

みえるらべる（見える化マーク）

「みえるらべる」が表示された
県産野菜が販売されました！

　農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
６
年
３
月
か

ら
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
に
つ
い
て
、
農

産
物
の
栽
培
情
報
を
用
い
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
へ
の
貢
献
度
合
い
に
応
じ
て
星
の

数
（
★
〜
★
★
★
）
で
消
費
者
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
「
見
え
る
化
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　登
録
さ
れ
た
農
産
物
に
は
、「
み
え
る
ら

べ
る
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
者
の
皆
様
が
こ
の
ラ
ベ
ル
を「
見
て
」、

環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
農
産
物
を
「
選

べ
る
」
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、「
見
え
る
化
」

の
推
進
に
当
た
り
、
県
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
巡
回
し
、
野
菜
担
当
者
に
ラ
ベ

ル
導
入
に
前
向
き
そ
う
な
生
産
者
の
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、希
望
が
あ
っ

た
生
産
者
の
方
を
訪
問
し
て
、
申
請
手
続
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
算
定
シ
ー
ト
の
入

力
方
法
な
ど
で
伴
走
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
７
月
末
ま
で
に
「
農
業
法
人

有
限
会
社
あ
ら
ぐ
さ
」
と
「（
合
同
会
社
）

フ
ァ
ミ
リ
エ
フ
ァ
ー
ム
」
の
ナ
ス
が
い
ず

れ
も
星
３
つ
で
、
８
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、

コ
ー
プ
お
き
な
わ
と
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ゆ
ん
た
市
場
の
店
頭
で
、「
み
え
る
ら
べ

る
」
を
表
示
し
て
販
売
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　ま
た
、
ナ
ス
の
出
荷
の
ピ
ー
ク
に
合
わ

せ
て
９
月
25
日
に
コ
ー
プ
お
き
な
わ
　

あ
っ
ぷ
る
タ
ウ
ン
店
に
て
ラ
ベ
ル
の
説
明
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
「
見
え
る
化
」

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
消
費
者
の

方
か
ら
は
「
ラ
ベ
ル
の
星
の
数
に
つ
い
て

意
味
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
も
っ
と
星
の

つ
い
た
農
産
物
が
県
内
に
出
回
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
冬
春
季
の
野
菜
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
多
く
の
県
産
野
菜
が
出
回
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
み
え
る
ら
べ
る
」
を
表

示
し
た
多
く
の
農
産
物
が
店
頭
に
並
び
、

消
費
者
の
皆
様
が
ラ
ベ
ル
を
「
見
て
」、
環

境
に
優
し
い
農
産
物
を
「
選
べ
る
」
機
会

が
増
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
生
産
者
や
消

費
者
の
方
々
に
「
見
え
る
化
」
を
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

No.6

農
産
物
の
環
境
負
荷
低
減
の

取
組
の
「
見
え
る
化
」

（
農
林
水
産
省
H
P
）

ちんすこうGI 登録証授与式の様子

ちんすこう
令和 6年 8月登録

農林水産大臣登録第 155号

琉球もろみ酢
平成 29年 11月登録

農林水産大臣登録第 44号

中城島にんじん
令和 6年 3月登録

農林水産大臣登録第 147号

ぐしちゃんピーマン
令和 6年 1月登録
農林水産大臣登録第 140号

菓子類国内初！
「ちんすこう」が
地理的表示（GI）に
登録されました

　地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ：G

eographical 
Indication

）
と
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
特
性
を
持
つ
産
品
の
名
称
の
こ
と
で

す
。Ｇ
Ｉ
産
品
に
は
独
特
の
魅
力
や
社
会
的

評
価
な
ど
の
特
性
が
あ
り
、
そ
の
特
性
が

地
域
で
長
年
培
わ
れ
て
き
た
特
別
な
生
産

方
法
や
、
気
候
・
土
壌
、
伝
統
・
文
化
な

ど
の
地
域
の
特
徴
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
い

る
と
し
て
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。　ち

ん
す
こ
う
は
、
琉
球
王
朝
時
代
か
ら

の
伝
統
菓
子
を
ル
ー
ツ
と
し
た
、
サ
ク
サ

ク
と
し
た
食
感
と
口
溶
け
の
良
さ
を
併
せ

持
つ
沖
縄
の
焼
き
菓
子
で
す
。
現
代
で
は

様
々
な
ち
ん
す
こ
う
が
生
ま
れ
、
県
内
外

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ち
ん
す
こ
う
は
令

和
６
年
８
月
27
日
に
Ｇ
Ｉ
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　Ｇ
Ｉ
に
菓
子
類
が
登
録
さ
れ
る
の
は
国

内
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　こ
れ
を
受
け
て
、
登
録
団
体
で
あ
る
沖

縄
県
観
光
お
み
や
げ
品
公
正
取
引
協
議
会

の
松
本
会
長
よ
り
、
左
記
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
松
本
会
長
の
コ
メ
ン
ト
〉

　沖
縄
の
歴
史
あ
る
知
的
財
産
ち
ん
す
こ

う
が
、
菓
子
類
で
は
国
内
で
初
め
て
Ｇ
Ｉ

登
録
と
な
っ
た
こ
と
、
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
人
た
ち
が
守
っ
て

き
た
ち
ん
す
こ
う
を
、
左
記
３
つ
の
定
義

を
遵
守
し
つ
つ
、
未
来
に
受
け
継
ぐ
財
産

と
し
て
守
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

①
ち
ん
す
こ
う
の
生
産
行
程
は
沖
縄
県
内

で
実
施
す
る

②
原
料
は
、小
麦
粉
等
の
穀
粉
、砂
糖
、ラ
ー

ド
（
ラ
ー
ド
由
来
の
油
脂
を
含
む
）
を

用
い
る

③
原
料
を
混
ぜ
焼
成
す
る

　ち
ん
す
こ
う
は
、
琉
球
王
朝
時
代
に
数

多
く
誕
生
し
た
琉
球
菓
子
の
一
つ
で
、
王

朝
最
後
の
包
丁
人
が
作
っ
て
い
た
「
ち
ん

す
こ
う
」
は
、
丸
い
菊
の
形
を
し
た
蒸
し

菓
子
で
し
た
。
そ
の
子
孫
が
後
に
菓
子
店

を
興
し
、
一
口
サ
イ
ズ
の
焼
き
菓
子
と
し

て
販
売
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
よ
う
に

誰
も
が
食
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
沖
縄
に
は
豚
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
食
べ
る
文
化
が
あ
り
、
ち
ん
す
こ
う
の

原
料
に
も
ラ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
味
に
コ
ク
や
深
み
を
与
え
、

一
般
的
な
ク
ッ
キ
ー
等
と
は
異
な
る
独
特

の
風
味
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　他
に
も
、
沖
縄
で
は
、
ク
エ
ン
酸
を
多

く
含
む
「
琉
球
も
ろ
み
酢
」、
大
玉
で
肉
厚

の
「
ぐ
し
ち
ゃ
ん
ピ
ー
マ
ン
」、
鮮
や
か
な

黄
色
の
「
中
城
島
に
ん
じ
ん
」
が
Ｇ
Ｉ
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　食
料
産
業
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

No.7

ち
ん
す
こ
う
に
つ
い
て

沖
縄
の
Ｇ
Ｉ
産
品
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JA ファーマーズゆんた市場
（ファミリエファーム）

店頭販売用 POP

栽培中の圃場

コープおきなわあっぷるタウン店での PR活動
（あらぐさ）

みえるらべる（見える化マーク）

「みえるらべる」が表示された
県産野菜が販売されました！

　農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
６
年
３
月
か

ら
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
に
つ
い
て
、
農

産
物
の
栽
培
情
報
を
用
い
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
へ
の
貢
献
度
合
い
に
応
じ
て
星
の

数
（
★
〜
★
★
★
）
で
消
費
者
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
「
見
え
る
化
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　登
録
さ
れ
た
農
産
物
に
は
、「
み
え
る
ら

べ
る
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
者
の
皆
様
が
こ
の
ラ
ベ
ル
を「
見
て
」、

環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
農
産
物
を
「
選

べ
る
」
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、「
見
え
る
化
」

の
推
進
に
当
た
り
、
県
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
巡
回
し
、
野
菜
担
当
者
に
ラ
ベ

ル
導
入
に
前
向
き
そ
う
な
生
産
者
の
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、希
望
が
あ
っ

た
生
産
者
の
方
を
訪
問
し
て
、
申
請
手
続
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
算
定
シ
ー
ト
の
入

力
方
法
な
ど
で
伴
走
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
７
月
末
ま
で
に
「
農
業
法
人

有
限
会
社
あ
ら
ぐ
さ
」
と
「（
合
同
会
社
）

フ
ァ
ミ
リ
エ
フ
ァ
ー
ム
」
の
ナ
ス
が
い
ず

れ
も
星
３
つ
で
、
８
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、

コ
ー
プ
お
き
な
わ
と
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ゆ
ん
た
市
場
の
店
頭
で
、「
み
え
る
ら
べ

る
」
を
表
示
し
て
販
売
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　ま
た
、
ナ
ス
の
出
荷
の
ピ
ー
ク
に
合
わ

せ
て
９
月
25
日
に
コ
ー
プ
お
き
な
わ
　

あ
っ
ぷ
る
タ
ウ
ン
店
に
て
ラ
ベ
ル
の
説
明
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
「
見
え
る
化
」

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
消
費
者
の

方
か
ら
は
「
ラ
ベ
ル
の
星
の
数
に
つ
い
て

意
味
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
も
っ
と
星
の

つ
い
た
農
産
物
が
県
内
に
出
回
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
冬
春
季
の
野
菜
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
多
く
の
県
産
野
菜
が
出
回
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
み
え
る
ら
べ
る
」
を
表

示
し
た
多
く
の
農
産
物
が
店
頭
に
並
び
、

消
費
者
の
皆
様
が
ラ
ベ
ル
を
「
見
て
」、
環

境
に
優
し
い
農
産
物
を
「
選
べ
る
」
機
会

が
増
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
生
産
者
や
消

費
者
の
方
々
に
「
見
え
る
化
」
を
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

No.6

農
産
物
の
環
境
負
荷
低
減
の

取
組
の
「
見
え
る
化
」

（
農
林
水
産
省
H
P
）

ちんすこうGI 登録証授与式の様子

ちんすこう
令和 6年 8月登録

農林水産大臣登録第 155号

琉球もろみ酢
平成 29年 11月登録

農林水産大臣登録第 44号

中城島にんじん
令和 6年 3月登録

農林水産大臣登録第 147号

ぐしちゃんピーマン
令和 6年 1月登録
農林水産大臣登録第 140号

菓子類国内初！
「ちんすこう」が
地理的表示（GI）に
登録されました

　地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ：G

eographical 
Indication

）
と
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
特
性
を
持
つ
産
品
の
名
称
の
こ
と
で

す
。Ｇ
Ｉ
産
品
に
は
独
特
の
魅
力
や
社
会
的

評
価
な
ど
の
特
性
が
あ
り
、
そ
の
特
性
が

地
域
で
長
年
培
わ
れ
て
き
た
特
別
な
生
産

方
法
や
、
気
候
・
土
壌
、
伝
統
・
文
化
な

ど
の
地
域
の
特
徴
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
い

る
と
し
て
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。　ち

ん
す
こ
う
は
、
琉
球
王
朝
時
代
か
ら

の
伝
統
菓
子
を
ル
ー
ツ
と
し
た
、
サ
ク
サ

ク
と
し
た
食
感
と
口
溶
け
の
良
さ
を
併
せ

持
つ
沖
縄
の
焼
き
菓
子
で
す
。
現
代
で
は

様
々
な
ち
ん
す
こ
う
が
生
ま
れ
、
県
内
外

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ち
ん
す
こ
う
は
令

和
６
年
８
月
27
日
に
Ｇ
Ｉ
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　Ｇ
Ｉ
に
菓
子
類
が
登
録
さ
れ
る
の
は
国

内
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　こ
れ
を
受
け
て
、
登
録
団
体
で
あ
る
沖

縄
県
観
光
お
み
や
げ
品
公
正
取
引
協
議
会

の
松
本
会
長
よ
り
、
左
記
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
松
本
会
長
の
コ
メ
ン
ト
〉

　沖
縄
の
歴
史
あ
る
知
的
財
産
ち
ん
す
こ

う
が
、
菓
子
類
で
は
国
内
で
初
め
て
Ｇ
Ｉ

登
録
と
な
っ
た
こ
と
、
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
人
た
ち
が
守
っ
て

き
た
ち
ん
す
こ
う
を
、
左
記
３
つ
の
定
義

を
遵
守
し
つ
つ
、
未
来
に
受
け
継
ぐ
財
産

と
し
て
守
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

①
ち
ん
す
こ
う
の
生
産
行
程
は
沖
縄
県
内

で
実
施
す
る

②
原
料
は
、小
麦
粉
等
の
穀
粉
、砂
糖
、ラ
ー

ド
（
ラ
ー
ド
由
来
の
油
脂
を
含
む
）
を

用
い
る

③
原
料
を
混
ぜ
焼
成
す
る

　ち
ん
す
こ
う
は
、
琉
球
王
朝
時
代
に
数

多
く
誕
生
し
た
琉
球
菓
子
の
一
つ
で
、
王

朝
最
後
の
包
丁
人
が
作
っ
て
い
た
「
ち
ん

す
こ
う
」
は
、
丸
い
菊
の
形
を
し
た
蒸
し

菓
子
で
し
た
。
そ
の
子
孫
が
後
に
菓
子
店

を
興
し
、
一
口
サ
イ
ズ
の
焼
き
菓
子
と
し

て
販
売
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
よ
う
に

誰
も
が
食
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
沖
縄
に
は
豚
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
食
べ
る
文
化
が
あ
り
、
ち
ん
す
こ
う
の

原
料
に
も
ラ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
味
に
コ
ク
や
深
み
を
与
え
、

一
般
的
な
ク
ッ
キ
ー
等
と
は
異
な
る
独
特

の
風
味
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　他
に
も
、
沖
縄
で
は
、
ク
エ
ン
酸
を
多

く
含
む
「
琉
球
も
ろ
み
酢
」、
大
玉
で
肉
厚

の
「
ぐ
し
ち
ゃ
ん
ピ
ー
マ
ン
」、
鮮
や
か
な

黄
色
の
「
中
城
島
に
ん
じ
ん
」
が
Ｇ
Ｉ
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　食
料
産
業
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

No.7

ち
ん
す
こ
う
に
つ
い
て

沖
縄
の
Ｇ
Ｉ
産
品
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JA ファーマーズゆんた市場
（ファミリエファーム）

店頭販売用 POP

栽培中の圃場

コープおきなわあっぷるタウン店での PR活動
（あらぐさ）

みえるらべる（見える化マーク）

「みえるらべる」が表示された
県産野菜が販売されました！

　農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
６
年
３
月
か

ら
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
に
つ
い
て
、
農

産
物
の
栽
培
情
報
を
用
い
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
へ
の
貢
献
度
合
い
に
応
じ
て
星
の

数
（
★
〜
★
★
★
）
で
消
費
者
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
「
見
え
る
化
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　登
録
さ
れ
た
農
産
物
に
は
、「
み
え
る
ら

べ
る
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
者
の
皆
様
が
こ
の
ラ
ベ
ル
を「
見
て
」、

環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
農
産
物
を
「
選

べ
る
」
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、「
見
え
る
化
」

の
推
進
に
当
た
り
、
県
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
巡
回
し
、
野
菜
担
当
者
に
ラ
ベ

ル
導
入
に
前
向
き
そ
う
な
生
産
者
の
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、希
望
が
あ
っ

た
生
産
者
の
方
を
訪
問
し
て
、
申
請
手
続
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
算
定
シ
ー
ト
の
入

力
方
法
な
ど
で
伴
走
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
７
月
末
ま
で
に
「
農
業
法
人

有
限
会
社
あ
ら
ぐ
さ
」
と
「（
合
同
会
社
）

フ
ァ
ミ
リ
エ
フ
ァ
ー
ム
」
の
ナ
ス
が
い
ず

れ
も
星
３
つ
で
、
８
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、

コ
ー
プ
お
き
な
わ
と
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ゆ
ん
た
市
場
の
店
頭
で
、「
み
え
る
ら
べ

る
」
を
表
示
し
て
販
売
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　ま
た
、
ナ
ス
の
出
荷
の
ピ
ー
ク
に
合
わ

せ
て
９
月
25
日
に
コ
ー
プ
お
き
な
わ
　

あ
っ
ぷ
る
タ
ウ
ン
店
に
て
ラ
ベ
ル
の
説
明
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
「
見
え
る
化
」

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
消
費
者
の

方
か
ら
は
「
ラ
ベ
ル
の
星
の
数
に
つ
い
て

意
味
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
も
っ
と
星
の

つ
い
た
農
産
物
が
県
内
に
出
回
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
冬
春
季
の
野
菜
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
多
く
の
県
産
野
菜
が
出
回
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
み
え
る
ら
べ
る
」
を
表

示
し
た
多
く
の
農
産
物
が
店
頭
に
並
び
、

消
費
者
の
皆
様
が
ラ
ベ
ル
を
「
見
て
」、
環

境
に
優
し
い
農
産
物
を
「
選
べ
る
」
機
会

が
増
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
生
産
者
や
消

費
者
の
方
々
に
「
見
え
る
化
」
を
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　消
費
・
安
全
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

No.6

農
産
物
の
環
境
負
荷
低
減
の

取
組
の
「
見
え
る
化
」

（
農
林
水
産
省
H
P
）

ちんすこうGI 登録証授与式の様子

ちんすこう
令和 6年 8月登録

農林水産大臣登録第 155号

琉球もろみ酢
平成 29年 11月登録

農林水産大臣登録第 44号

中城島にんじん
令和 6年 3月登録

農林水産大臣登録第 147号

ぐしちゃんピーマン
令和 6年 1月登録
農林水産大臣登録第 140号

菓子類国内初！
「ちんすこう」が
地理的表示（GI）に
登録されました

　地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ：G

eographical 
Indication

）
と
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
特
性
を
持
つ
産
品
の
名
称
の
こ
と
で

す
。Ｇ
Ｉ
産
品
に
は
独
特
の
魅
力
や
社
会
的

評
価
な
ど
の
特
性
が
あ
り
、
そ
の
特
性
が

地
域
で
長
年
培
わ
れ
て
き
た
特
別
な
生
産

方
法
や
、
気
候
・
土
壌
、
伝
統
・
文
化
な

ど
の
地
域
の
特
徴
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
い

る
と
し
て
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。　ち

ん
す
こ
う
は
、
琉
球
王
朝
時
代
か
ら

の
伝
統
菓
子
を
ル
ー
ツ
と
し
た
、
サ
ク
サ

ク
と
し
た
食
感
と
口
溶
け
の
良
さ
を
併
せ

持
つ
沖
縄
の
焼
き
菓
子
で
す
。
現
代
で
は

様
々
な
ち
ん
す
こ
う
が
生
ま
れ
、
県
内
外

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ち
ん
す
こ
う
は
令

和
６
年
８
月
27
日
に
Ｇ
Ｉ
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　Ｇ
Ｉ
に
菓
子
類
が
登
録
さ
れ
る
の
は
国

内
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　こ
れ
を
受
け
て
、
登
録
団
体
で
あ
る
沖

縄
県
観
光
お
み
や
げ
品
公
正
取
引
協
議
会

の
松
本
会
長
よ
り
、
左
記
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
松
本
会
長
の
コ
メ
ン
ト
〉

　沖
縄
の
歴
史
あ
る
知
的
財
産
ち
ん
す
こ

う
が
、
菓
子
類
で
は
国
内
で
初
め
て
Ｇ
Ｉ

登
録
と
な
っ
た
こ
と
、
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
人
た
ち
が
守
っ
て

き
た
ち
ん
す
こ
う
を
、
左
記
３
つ
の
定
義

を
遵
守
し
つ
つ
、
未
来
に
受
け
継
ぐ
財
産

と
し
て
守
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

①
ち
ん
す
こ
う
の
生
産
行
程
は
沖
縄
県
内

で
実
施
す
る

②
原
料
は
、小
麦
粉
等
の
穀
粉
、砂
糖
、ラ
ー

ド
（
ラ
ー
ド
由
来
の
油
脂
を
含
む
）
を

用
い
る

③
原
料
を
混
ぜ
焼
成
す
る

　ち
ん
す
こ
う
は
、
琉
球
王
朝
時
代
に
数

多
く
誕
生
し
た
琉
球
菓
子
の
一
つ
で
、
王

朝
最
後
の
包
丁
人
が
作
っ
て
い
た
「
ち
ん

す
こ
う
」
は
、
丸
い
菊
の
形
を
し
た
蒸
し

菓
子
で
し
た
。
そ
の
子
孫
が
後
に
菓
子
店

を
興
し
、
一
口
サ
イ
ズ
の
焼
き
菓
子
と
し

て
販
売
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
よ
う
に

誰
も
が
食
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
沖
縄
に
は
豚
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
食
べ
る
文
化
が
あ
り
、
ち
ん
す
こ
う
の

原
料
に
も
ラ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
味
に
コ
ク
や
深
み
を
与
え
、

一
般
的
な
ク
ッ
キ
ー
等
と
は
異
な
る
独
特

の
風
味
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　他
に
も
、
沖
縄
で
は
、
ク
エ
ン
酸
を
多

く
含
む
「
琉
球
も
ろ
み
酢
」、
大
玉
で
肉
厚

の
「
ぐ
し
ち
ゃ
ん
ピ
ー
マ
ン
」、
鮮
や
か
な

黄
色
の
「
中
城
島
に
ん
じ
ん
」
が
Ｇ
Ｉ
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　農
林
水
産
部
　食
料
産
業
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

No.7

ち
ん
す
こ
う
に
つ
い
て

沖
縄
の
Ｇ
Ｉ
産
品
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最終審査会にてプレゼンを行う学生たち

ＩＣＴ建機の見学 インフラDXルームでの女性職員による概要説明

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４

　令
和
６
年
９
月
10
日
に
最
終
審
査
会
が

開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ：
リ
ー
サ
ス
）

等
の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
地
域
課
題
の
解
決
ア

イ
デ
ア
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
地
方

創
生
や
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
心
を
持
つ
地

方
公
共
団
体
職
員
や
学
生
な
ど
、
幅
広
い

所
属
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、
全
応
募
作
品
15
件
の
う
ち
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
５
チ
ー
ム
が
最
終

審
査
会
へ
進
み
、「
最
優
秀
作
品
賞
」、「
デ
ー

タ
ア
ナ
リ
シ
ス
賞
」、「
ア
イ
デ
ア
賞
」
を

選
出
し
ま
し
た
。

　国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
「
ゴ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
チ
ー
ム
の
「
宮
古
島
を
子
育

て
し
や
す
い
街
に
！
」
は
、
宮
古
島
で
の

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
、
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
の
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
、
デ
ー
タ
活
用
・
政
策
ア
イ
デ
ア
が

最
も
優
秀
だ
っ
た
と
し
て
最
優
秀
作
品
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
地
方
公
共
団
体
、

企
業
、
教
育
機
関
な
ど
に
お
け
る
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
利
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
出

前
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
３
７

女
子
中
学
生
と
女
性
技
術
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
女
性
技
術
者
と
行
く
！

  

建
設
業 

し
ご
と
・
み
ら
い
体
感
ツ
ア
ー
』

を
共
同
開
催
し
ま
し
た

　建
設
業
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
就
業

者
の
高
齢
化
や
若
年
者
の
減
少
が
重
な
り
、

担
い
手
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
技
術
者
の
就
業
数
は
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

の
女
性
技
術
職
員
と
県
内
の
女
性
技
術
者

で
作
る
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
け
ん
せ
つ
美
ら
小
町
」

と
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
女
子
中
学
生
が

将
来
の
職
業
選
択
肢
と
し
て
「
建
設
業
」

の
仕
事
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
県
内

女
子
中
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
体
験
会

を
８
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
15
組
の
親
子
が
参
加
し
、
沖
縄

総
合
事
務
局
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー
ム
で
Ｖ

Ｒ
体
験
や
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
工
事
現
場

で
の
見
学
な
ど
を
実
施
し
、
併
せ
て
、
女

性
技
術
者
自
ら
の
仕
事
を
紹
介
し
、
建
設

業
へ
の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
体
験
し
て
、

自
分
も
頑
張
れ
ば
出
来
そ
う
」、「
女
性
も

活
躍
し
て
、
元
気
に
や
っ
て
い
た
の
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　今
後
、
建
設
業
で
の
女
性
技
術
者
の
活

躍
と
次
代
を
担
う
女
性
技
術
者
の
誕
生
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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第 51回沖縄船員災害防止大会の様子

訪船指導②（衛生設備の確認） 訪船指導①（関係書類の確認）

　例
年
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
ヶ

月
間
は
、
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に
お

け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住
環

境
の
実
現
を
目
指
し
て
、『
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
』
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
待
っ
て
い
る
　家
族
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
の
行
事
を
展
開

し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
９
月
２
日
に
那
覇
第
二
地
方

合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
51
回
沖
縄
船
員
災

害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　本
大
会
に
は
約
40
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
船
員
災
害
・
疾
病
の
減

少
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
た

大
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

国
土
交
通
省
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
那

覇
事
務
所
長
に
よ
る
「
令
和
４
〜
５
年
度

に
南
西
諸
島
で
発
生
し
た
船
舶
事
故
等
か

ら
」
と
い
う
演
題
で
船
舶
事
故
の
未
然
防

止
や
船
員
の
災
害
防
止
等
に
参
考
と
な
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

は
安
全
保
護
具
等
の
展
示
も
行
わ
れ
、
船

舶
の
救
命
設
備
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　月
間
中
は
、
訪
船
指
導
員
が
県
内
の
各

港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面
で

は
転
落
・
墜
落
な
ど
の
事
故
防
止
措
置
、

係
船
索
を
含
む
係
船
設
備
の
点
検
・
保
守

の
周
知
と
、
衛
生
面
で
は
医
薬
品
の
備
え

付
け
状
況
の
確
認
、
飲
料
水
の
管
理
状
況

な
ど
の
点
検
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　船
員
が
休
職
・
離
職
す
る
こ
と
は
海
運

業
及
び
漁
業
に
と
っ
て
人
的
資
源
の
損
失

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
陸
上
に
比
べ
高
い

船
員
災
害
発
生
率
は
、
若
年
者
に
船
員
と

い
う
職
業
を
敬
遠
さ
せ
る
要
因
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
船

員
の
安
全
衛
生
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及

び
船
員
災
害
防
止
対
策
を
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　船
舶
船
員
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

令和６年度船員労働
安全衛生月間の実施

第
51
回
沖
縄
船
員
災
害
防
止
大
会

訪
船
指
導
員
に
よ
る
点
検
指
導
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最終審査会にてプレゼンを行う学生たち

ＩＣＴ建機の見学 インフラDXルームでの女性職員による概要説明

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４

　令
和
６
年
９
月
10
日
に
最
終
審
査
会
が

開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ：
リ
ー
サ
ス
）

等
の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
地
域
課
題
の
解
決
ア

イ
デ
ア
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
地
方

創
生
や
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
心
を
持
つ
地

方
公
共
団
体
職
員
や
学
生
な
ど
、
幅
広
い

所
属
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、
全
応
募
作
品
15
件
の
う
ち
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
５
チ
ー
ム
が
最
終

審
査
会
へ
進
み
、「
最
優
秀
作
品
賞
」、「
デ
ー

タ
ア
ナ
リ
シ
ス
賞
」、「
ア
イ
デ
ア
賞
」
を

選
出
し
ま
し
た
。

　国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
「
ゴ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
チ
ー
ム
の
「
宮
古
島
を
子
育

て
し
や
す
い
街
に
！
」
は
、
宮
古
島
で
の

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
、
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
の
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
、
デ
ー
タ
活
用
・
政
策
ア
イ
デ
ア
が

最
も
優
秀
だ
っ
た
と
し
て
最
優
秀
作
品
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
地
方
公
共
団
体
、

企
業
、
教
育
機
関
な
ど
に
お
け
る
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
利
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
出

前
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
０
４

女
子
中
学
生
と
女
性
技
術
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
女
性
技
術
者
と
行
く
！

  

建
設
業 

し
ご
と
・
み
ら
い
体
感
ツ
ア
ー
』

を
共
同
開
催
し
ま
し
た

　建
設
業
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
就
業

者
の
高
齢
化
や
若
年
者
の
減
少
が
重
な
り
、

担
い
手
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
技
術
者
の
就
業
数
は
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

の
女
性
技
術
職
員
と
県
内
の
女
性
技
術
者

で
作
る
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
け
ん
せ
つ
美
ら
小
町
」

と
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
女
子
中
学
生
が

将
来
の
職
業
選
択
肢
と
し
て
「
建
設
業
」

の
仕
事
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
県
内

女
子
中
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
体
験
会

を
８
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
15
組
の
親
子
が
参
加
し
、
沖
縄

総
合
事
務
局
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー
ム
で
Ｖ

Ｒ
体
験
や
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
工
事
現
場

で
の
見
学
な
ど
を
実
施
し
、
併
せ
て
、
女

性
技
術
者
自
ら
の
仕
事
を
紹
介
し
、
建
設

業
へ
の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
体
験
し
て
、

自
分
も
頑
張
れ
ば
出
来
そ
う
」、「
女
性
も

活
躍
し
て
、
元
気
に
や
っ
て
い
た
の
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　今
後
、
建
設
業
で
の
女
性
技
術
者
の
活

躍
と
次
代
を
担
う
女
性
技
術
者
の
誕
生
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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訪船指導②（衛生設備の確認） 訪船指導①（関係書類の確認）

　例
年
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
ヶ

月
間
は
、
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に
お

け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住
環

境
の
実
現
を
目
指
し
て
、『
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
』
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
待
っ
て
い
る
　家
族
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
の
行
事
を
展
開

し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
９
月
２
日
に
那
覇
第
二
地
方

合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
51
回
沖
縄
船
員
災

害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　本
大
会
に
は
約
40
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
船
員
災
害
・
疾
病
の
減

少
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
た

大
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

国
土
交
通
省
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
那

覇
事
務
所
長
に
よ
る
「
令
和
４
〜
５
年
度

に
南
西
諸
島
で
発
生
し
た
船
舶
事
故
等
か

ら
」
と
い
う
演
題
で
船
舶
事
故
の
未
然
防

止
や
船
員
の
災
害
防
止
等
に
参
考
と
な
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

は
安
全
保
護
具
等
の
展
示
も
行
わ
れ
、
船

舶
の
救
命
設
備
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　月
間
中
は
、
訪
船
指
導
員
が
県
内
の
各

港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面
で

は
転
落
・
墜
落
な
ど
の
事
故
防
止
措
置
、

係
船
索
を
含
む
係
船
設
備
の
点
検
・
保
守

の
周
知
と
、
衛
生
面
で
は
医
薬
品
の
備
え

付
け
状
況
の
確
認
、
飲
料
水
の
管
理
状
況

な
ど
の
点
検
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　船
員
が
休
職
・
離
職
す
る
こ
と
は
海
運

業
及
び
漁
業
に
と
っ
て
人
的
資
源
の
損
失

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
陸
上
に
比
べ
高
い

船
員
災
害
発
生
率
は
、
若
年
者
に
船
員
と

い
う
職
業
を
敬
遠
さ
せ
る
要
因
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
船

員
の
安
全
衛
生
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及

び
船
員
災
害
防
止
対
策
を
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　船
舶
船
員
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

令和６年度船員労働
安全衛生月間の実施

第
51
回
沖
縄
船
員
災
害
防
止
大
会

訪
船
指
導
員
に
よ
る
点
検
指
導
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最終審査会にてプレゼンを行う学生たち

ＩＣＴ建機の見学 インフラDXルームでの女性職員による概要説明

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４

　令
和
６
年
９
月
10
日
に
最
終
審
査
会
が

開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ：
リ
ー
サ
ス
）

等
の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
地
域
課
題
の
解
決
ア

イ
デ
ア
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
地
方

創
生
や
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
心
を
持
つ
地

方
公
共
団
体
職
員
や
学
生
な
ど
、
幅
広
い

所
属
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、
全
応
募
作
品
15
件
の
う
ち
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
５
チ
ー
ム
が
最
終

審
査
会
へ
進
み
、「
最
優
秀
作
品
賞
」、「
デ
ー

タ
ア
ナ
リ
シ
ス
賞
」、「
ア
イ
デ
ア
賞
」
を

選
出
し
ま
し
た
。

　国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
「
ゴ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
チ
ー
ム
の
「
宮
古
島
を
子
育

て
し
や
す
い
街
に
！
」
は
、
宮
古
島
で
の

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
、
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
の
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
、
デ
ー
タ
活
用
・
政
策
ア
イ
デ
ア
が

最
も
優
秀
だ
っ
た
と
し
て
最
優
秀
作
品
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
地
方
公
共
団
体
、

企
業
、
教
育
機
関
な
ど
に
お
け
る
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
利
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
出

前
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
３
７

女
子
中
学
生
と
女
性
技
術
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
女
性
技
術
者
と
行
く
！

  

建
設
業 

し
ご
と
・
み
ら
い
体
感
ツ
ア
ー
』

を
共
同
開
催
し
ま
し
た

　建
設
業
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
就
業

者
の
高
齢
化
や
若
年
者
の
減
少
が
重
な
り
、

担
い
手
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
技
術
者
の
就
業
数
は
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

の
女
性
技
術
職
員
と
県
内
の
女
性
技
術
者

で
作
る
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
け
ん
せ
つ
美
ら
小
町
」

と
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
女
子
中
学
生
が

将
来
の
職
業
選
択
肢
と
し
て
「
建
設
業
」

の
仕
事
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
県
内

女
子
中
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
体
験
会

を
８
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
15
組
の
親
子
が
参
加
し
、
沖
縄

総
合
事
務
局
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー
ム
で
Ｖ

Ｒ
体
験
や
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
工
事
現
場

で
の
見
学
な
ど
を
実
施
し
、
併
せ
て
、
女

性
技
術
者
自
ら
の
仕
事
を
紹
介
し
、
建
設

業
へ
の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
体
験
し
て
、

自
分
も
頑
張
れ
ば
出
来
そ
う
」、「
女
性
も

活
躍
し
て
、
元
気
に
や
っ
て
い
た
の
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　今
後
、
建
設
業
で
の
女
性
技
術
者
の
活

躍
と
次
代
を
担
う
女
性
技
術
者
の
誕
生
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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▼沖縄総合事務局
RESAS 施策ページはこちら

受賞者一覧

タイトル 所属 /チーム名

宮古島を子育て
しやすい街に！

国際電子
ビジネス
専門学校 /
ゴレンジャー

最優秀
作品賞

渋滞時間を
「ながら時間」
に

那覇市役所 /
地方自治体
あり方変え隊

データ
アナリシス

賞

名護市の空き家
利活用プロジェ
クト

国際電子
ビジネス
専門学校 /
青椒肉絲

アイデア
賞

第 51回沖縄船員災害防止大会の様子

訪船指導②（衛生設備の確認） 訪船指導①（関係書類の確認）

　例
年
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
ヶ

月
間
は
、
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に
お

け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住
環

境
の
実
現
を
目
指
し
て
、『
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
』
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
待
っ
て
い
る
　家
族
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
の
行
事
を
展
開

し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
９
月
２
日
に
那
覇
第
二
地
方

合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
51
回
沖
縄
船
員
災

害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　本
大
会
に
は
約
40
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
船
員
災
害
・
疾
病
の
減

少
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
た

大
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

国
土
交
通
省
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
那

覇
事
務
所
長
に
よ
る
「
令
和
４
〜
５
年
度

に
南
西
諸
島
で
発
生
し
た
船
舶
事
故
等
か

ら
」
と
い
う
演
題
で
船
舶
事
故
の
未
然
防

止
や
船
員
の
災
害
防
止
等
に
参
考
と
な
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

は
安
全
保
護
具
等
の
展
示
も
行
わ
れ
、
船

舶
の
救
命
設
備
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　月
間
中
は
、
訪
船
指
導
員
が
県
内
の
各

港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面
で

は
転
落
・
墜
落
な
ど
の
事
故
防
止
措
置
、

係
船
索
を
含
む
係
船
設
備
の
点
検
・
保
守

の
周
知
と
、
衛
生
面
で
は
医
薬
品
の
備
え

付
け
状
況
の
確
認
、
飲
料
水
の
管
理
状
況

な
ど
の
点
検
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　船
員
が
休
職
・
離
職
す
る
こ
と
は
海
運

業
及
び
漁
業
に
と
っ
て
人
的
資
源
の
損
失

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
陸
上
に
比
べ
高
い

船
員
災
害
発
生
率
は
、
若
年
者
に
船
員
と

い
う
職
業
を
敬
遠
さ
せ
る
要
因
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
船

員
の
安
全
衛
生
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及

び
船
員
災
害
防
止
対
策
を
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　船
舶
船
員
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

令和６年度船員労働
安全衛生月間の実施

第
51
回
沖
縄
船
員
災
害
防
止
大
会

訪
船
指
導
員
に
よ
る
点
検
指
導
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お問合せ先 内閣府沖縄総合事務局　財務部金融監督第二課　多重債務相談窓口　電話：098-866-5070

お知らせ① Information

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJA又は農業者
年金基金にお問合せください。

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

● 専門相談員
TEL：

● 本店組織活性部
TEL：

独立行政法人

03-3502-3199 098-831-5157

農業者年金基金 ＪＡおきなわ

保険料額 保険料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額

20歳

30歳

40歳
50歳

加入年齢 納付期間

40年

30年

20年
10年

1,419万円
1,867万円
1,105万円
1,238万円
733万円
327万円

女性男性
1,305万円
1,716万円
1,016万円
1,139万円
674万円
301万円

女性
53万円
69万円
41万円
46万円
27万円
12万円

男性
61万円
80万円
47万円
53万円
31万円
14万円

780万円
960万円
660万円
720万円
480万円
240万円

1万円
2万円
1万円
2万円
2万円
2万円

農業者なら誰でも入れる「終身年金」

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助

税制面で大きな優遇措置

農業者年金 終身年金で安心 ！
農業者の方は国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

● 農業者年金の加入資格は３つだけ、農地の権利名義は不要1
ポイント

試算表

の説明

2
ポイント

の説明

3
ポイント

の説明

詳しくは… 農業者年金基金 検索

　①年間60日以上農業に従事　　②65歳未満　　③国民年金第１号被保険者(保険料納付免除者を除く) (ただし、
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者)

・ 認定農業者かつ青色申告の方など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
 （月額２万円のうち最高１万円（35歳未満の場合。35歳以上の場合は最高6千円）、通算して最長20年の補助期間、
  通算して最大216万円補助。）
・ 保険料の国庫補助分は、将来、経営継承をする等の一定の要件を満たせば、将来、特例付加年金として受給するこ
  とが出来ます。

● 保険料の設定は自由、加入・脱退も自由
　保険料は月額２万円（35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円）から６万７千円の間で、千円単位で自由に決められ
いつでも見直しが可能です。さらに加入・脱退も任意のため、経営状況等に応じ柔軟な対応が可能になります。
(ただし、脱退一時金はなく、積立てた保険料は将来年金として受給できます）

● 「終身」で年金を受給でき、万が一の場合は死亡一時金も

～農業者年金の受給額の試算～

　農業者年金は「終身年金」のため、一生涯、年金を受け取ることが出来ます。
　また、万が一、80歳前に死亡した場合は、80歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として、要件を満た
す遺族の方が受け取れ、死亡一時金は非課税です。 (加入期間等により、保険料払込額を下回る場合があります。）

● 保険料は全額社会保険料控除
支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります。さらに、同一生計の家族分の保険料を支払っている場
合、家族分も含めて控除の対象となります。

● 保険料の運用益が非課税
　一般の預貯金等の利子には約20％の税金がかかりますが、農業者年金の運用益は非課税です。
● 将来年金として受け取る際も控除の対象
　農業者年金として受け取った年金は、税制上、公的年金等控除の対象となります。

※上のケースは、通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が1.00％となった場合の試算です。
　 受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の21年間（令和4年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.74％です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。
※保険料額１万円のケースについては、35歳未満は保険料月額１万円で加入し、35歳以降は月額２万円で加入した場合です。

お知らせ② Information

1919

お問合せ先 内閣府沖縄総合事務局　財務部金融監督第二課　多重債務相談窓口　電話：098-866-5070

お知らせ① Information

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJA又は農業者
年金基金にお問合せください。

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

● 専門相談員
TEL：

● 本店組織活性部
TEL：

独立行政法人

03-3502-3199 098-831-5157

農業者年金基金 ＪＡおきなわ

保険料額 保険料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額

20歳

30歳

40歳
50歳

加入年齢 納付期間

40年

30年

20年
10年

1,419万円
1,867万円
1,105万円
1,238万円
733万円
327万円

女性男性
1,305万円
1,716万円
1,016万円
1,139万円
674万円
301万円

女性
53万円
69万円
41万円
46万円
27万円
12万円

男性
61万円
80万円
47万円
53万円
31万円
14万円

780万円
960万円
660万円
720万円
480万円
240万円

1万円
2万円
1万円
2万円
2万円
2万円

農業者なら誰でも入れる「終身年金」

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助

税制面で大きな優遇措置

農業者年金 終身年金で安心 ！
農業者の方は国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

● 農業者年金の加入資格は３つだけ、農地の権利名義は不要1
ポイント

試算表

の説明

2
ポイント

の説明

3
ポイント

の説明

詳しくは… 農業者年金基金 検索

　①年間60日以上農業に従事　　②65歳未満　　③国民年金第１号被保険者(保険料納付免除者を除く) (ただし、
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者)

・ 認定農業者かつ青色申告の方など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
 （月額２万円のうち最高１万円、通算で最大216万円）
・ 保険料の国庫補助分は、将来、経営継（承をする等の一定の要件を満たせば、将来、特例付加年金として受給するこ
  とが出来ます。

● 保険料の設定は自由、加入・脱退も自由
　保険料は月額２万円（35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円）から６万７千円の間で、千円単位で自由に決められ
いつでも見直しが可能です。さらに加入・脱退も任意のため、経営状況等に応じ柔軟な対応が可能になります。
(ただし、脱退一時金はなく、積立てた保険料は将来年金として受給できます）

● 「終身」で年金を受給でき、万が一の場合は死亡一時金も

～農業者年金の受給額の試算～

　農業者年金は「終身年金」のため、一生涯、年金を受け取ることが出来ます。
また、万が一、80歳前に死亡した場合は、80歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として、要件を満たす
遺族の方が受け取れ、死亡一時金は非課税です。 (加入期間等により、保険料払込額を下回る場合があります。）

● 保険料は全額社会保険料控除
支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります。さらに、同一生計の家族分の保険料を支払っている場合、
家族分も含めて控除の対象となります。
● 保険料の運用益が非課税
　一般の預貯金等の利子には約20％の税金がかかりますが、農業者年金の運用益は非課税です。
● 将来年金として受け取る際も控除の対象
　農業者年金として受け取った年金は、税制上、公的年金等控除の対象となります。

※上のケースは、通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が1.00％となった場合の試算です。
　 受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の21年間（令和4年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.74％です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。
※保険料額１万円のケースについては、35歳未満は保険料月額１万円で加入し、35歳以降は月額２万円で加入した場合です。

お知らせ② Information
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お問合せ先 内閣府沖縄総合事務局　財務部金融監督第二課　多重債務相談窓口　電話：098-866-5070

お知らせ① Information

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJA又は農業者
年金基金にお問合せください。

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

● 専門相談員
TEL：

● 本店組織活性部
TEL：

独立行政法人

03-3502-3199 098-831-5157

農業者年金基金 ＪＡおきなわ

保険料額 保険料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額

20歳

30歳

40歳
50歳

加入年齢 納付期間

40年

30年

20年
10年

1,419万円
1,867万円
1,105万円
1,238万円
733万円
327万円

女性男性
1,305万円
1,716万円
1,016万円
1,139万円
674万円
301万円

女性
53万円
69万円
41万円
46万円
27万円
12万円

男性
61万円
80万円
47万円
53万円
31万円
14万円

780万円
960万円
660万円
720万円
480万円
240万円

1万円
2万円
1万円
2万円
2万円
2万円

農業者なら誰でも入れる「終身年金」

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助

税制面で大きな優遇措置

農業者年金 終身年金で安心 ！
農業者の方は国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

● 農業者年金の加入資格は３つだけ、農地の権利名義は不要1
ポイント

試算表

の説明

2
ポイント

の説明

3
ポイント

の説明

詳しくは… 農業者年金基金 検索

　①年間60日以上農業に従事　　②65歳未満　　③国民年金第１号被保険者(保険料納付免除者を除く) (ただし、
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者)

・ 認定農業者かつ青色申告の方など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
 （月額２万円のうち最高１万円（35歳未満の場合。35歳以上の場合は最高6千円）、通算して最長20年の補助期間、
  通算して最大216万円補助。）
・ 保険料の国庫補助分は、将来、経営継承をする等の一定の要件を満たせば、将来、特例付加年金として受給するこ
  とが出来ます。

● 保険料の設定は自由、加入・脱退も自由
　保険料は月額２万円（35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円）から６万７千円の間で、千円単位で自由に決められ
いつでも見直しが可能です。さらに加入・脱退も任意のため、経営状況等に応じ柔軟な対応が可能になります。
(ただし、脱退一時金はなく、積立てた保険料は将来年金として受給できます）

● 「終身」で年金を受給でき、万が一の場合は死亡一時金も

～農業者年金の受給額の試算～

　農業者年金は「終身年金」のため、一生涯、年金を受け取ることが出来ます。
　また、万が一、80歳前に死亡した場合は、80歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として、要件を満た
す遺族の方が受け取れ、死亡一時金は非課税です。 (加入期間等により、保険料払込額を下回る場合があります。）

● 保険料は全額社会保険料控除
支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります。さらに、同一生計の家族分の保険料を支払っている場
合、家族分も含めて控除の対象となります。

● 保険料の運用益が非課税
　一般の預貯金等の利子には約20％の税金がかかりますが、農業者年金の運用益は非課税です。
● 将来年金として受け取る際も控除の対象
　農業者年金として受け取った年金は、税制上、公的年金等控除の対象となります。

※上のケースは、通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が1.00％となった場合の試算です。
　 受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の21年間（令和4年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.74％です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。
※保険料額１万円のケースについては、35歳未満は保険料月額１万円で加入し、35歳以降は月額２万円で加入した場合です。

お知らせ② Information
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リスク

農業者のみなさん！
リスクへの備えはできていますか？

Webサイトでは
様々な情報を
公開中！
http://www.maff.go.jp/j/
keiei/nogyohoken/

農業保険 検索
沖縄県農業共済組合 TEL：098-833-8188

北部支所 0980-52-4082
宮古支所 0980-72-4724

中南部支所 098-945-3293
八重山支所 0980-82-4780

詳しくは沖縄県農業共済組合までお問い合わせください。

自然災害
リスク
自然災害
リスク
をカバー
したい方
をカバー
したい方

様々な
リスク
様々な
リスク
をカバー
したい方
をカバー
したい方

農業保険は国の公的保険制度で、保険料（掛金）の国庫補助があります。

農業共済をおすすめします！農業共済をおすすめします！

収入保険をおすすめします！収入保険をおすすめします！

※収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）、野菜価格安定制度等を利用することもできます。

・ 全ての農業者が対象です。

・ 全ての農産物を対象に、自然災害や価格低下だけでなく、
　農業者の経営努力では避けられない収入減少を広く補償
　します。

・ 米、畑作物、家畜、農業用ハウスなどが自然災害によって
　受ける損失を補償します。

・ 青色申告を行っている農業者が対象です。
※令和７年の収入保険は、少なくとも令和６年分（保険期間の前年
　１年分）の青色申告（簡易な方式を含む）実績があれば加入でき
　ます！

・ 個人農業者の新規加入申請期限は、令和６年12月末までです。
（保険期間を令和７年１月～12月とする場合）

市場価格が下落 病気で収穫不能自然災害で減収 盗難や運搬中の事故

農業者を襲う様々なリスク…リスク…

お知らせ③ Information

　沖縄地域は台風の常襲地帯であり、毎年、農作物や施設に被害を及ぼし、農業
経営に大きな損失を与えています。自然災害だけでなく、ケガや病気、市場価格
の下落などの様々なリスクもあり、事前の“備え”が大切となります。
　そこで、ここでは収入保険と農業共済をご紹介します！

お知らせ④ Information

( 有 ) オキナワロイヤルクラフト

令和５年度果報庭会場の様子

( 株 ) あざみ屋 (株 ) オフィスハート

( 株 )OPPL ORION COSMETICS

　令
和
７
年
１
月
21
日
（
火
）
に
グ
ラ
ン
ド
メ
ル

キ
ュ
ー
ル
沖
縄
残
波
岬
リ
ゾ
ー
ト
に
て
、
展
示
商

談
会
「
果
報
庭
（
か
ふ
う
な
ぁ
）
」
を
開
催
し
ま

す
。　「

果
報
庭
」
は
、
県
内
の
ホ
テ
ル
・
卸
業
者
等

の
観
光
関
連
事
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
）
と
、
県
内
の

作
り
手
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
と
の
出
会
い
を
通

し
、

①
中
小
企
業
等
の
稼
ぐ
力
の
向
上

②
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
・
持
続
可
能
な
観

光
地
の
形
成
（
観
光
拠
点
に
お
け
る
県
内
商
品

の
取
扱
い
の
増
加
、
県
内
商
品
の
消
費
促
進
）

③
域
内
の
経
済
循
環
を
高
め
、
県
民
所
得
の
向
上

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　先
日
、
果
報
庭
に
出
展
す
る
県
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
40
者
が
、
選
定
委
員
会
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　果
報
庭
当
日
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
出
展
ブ
ー

ス
を
ご
自
由
に
回
っ
て
い
た
だ
き
、
商
品
情
報
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
が
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
の
際
に
ご
回
答
い
た
だ
く
自
社
の
関
心
分
野

に
沿
っ
て
、
自
社
ニ
ー
ズ
に
合
う
県
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
の
事
前
マ
ッ
チ
ン
グ
（
ご
商
談
は
果
報
庭

当
日
）
が
可
能
で
す
。

　ぜ
ひ
多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

　令
和
６
年
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
、
ご
来
場
い

た
だ
け
る
県
内
ホ
テ
ル
、
卸
事
業
者
な
ど
観
光
関

連
事
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
）
の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　出
展
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
一
覧
も
、
左
記
Ｈ
Ｐ
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　ま
た
、
合
同
開
催
す
る
「
食
の
い
ち
ゃ
り
ば
展

示
商
談
会
」
の
参
加
申
込
も
同
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
県
内
ホ
テ
ル
を
中
心
に
、
89
社
（※

）

の
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

「
様
々
な
県
内
企
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
製
品
も
あ
り

良
か
っ
た
」
「
県
内
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
作
り
た
い
」
と
い
っ
た
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
過
去
に
開
催
し
た
果
報
庭

に
お
い
て
、
成
約
に
至
っ
た
事
業
者
の
事
例
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（※

）
来
場
者
数
は
、「
果
報
庭
」
と
合
同
開
催
し
た
「
食

の
い
ち
ゃ
り
ば
展
示
商
談
会
」
と
の
合
計
。

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　中
小
企
業
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

県内ホテル・卸業者など
バイヤーの募集について

開
催
の
趣
旨

バ
イ
ヤ
ー
の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中
！

昨
年
度
参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
の
声

果
報
庭
で
、
で
き
る
こ
と（
バ
イ
ヤ
ー
向
け
）

－ 県内の作り手と売り手が出会える展示商談会 －

「
み
ど
り
認
定
（※

）
を
受
け

え
ば
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え
る
議
論
も
あ

り
、
同
地
域
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

※

み
ど
り
認
定
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
が
作

成
す
る
「
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
実
施
計

画
」
を
認
定
す
る
こ
と
で
す
。
認
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
く
取
組
は
、
国
が
税
制
・
金
融

措
置
に
よ
り
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　果
報
庭
概
要
は
こ
ち
ら

 

（
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
）

参
加
申
込
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

（
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
）
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リスク

農業者のみなさん！
リスクへの備えはできていますか？

Webサイトでは
様々な情報を
公開中！
http://www.maff.go.jp/j/
keiei/nogyohoken/

農業保険 検索
沖縄県農業共済組合 TEL：098-833-8188

北部支所 0980-52-4082
宮古支所 0980-72-4724

中南部支所 098-945-3293
八重山支所 0980-82-4780

詳しくは沖縄県農業共済組合までお問い合わせください。

自然災害
リスク
自然災害
リスク
をカバー
したい方
をカバー
したい方

様々な
リスク
様々な
リスク
をカバー
したい方
をカバー
したい方

農業保険は国の公的保険制度で、保険料（掛金）の国庫補助があります。

農業共済をおすすめします！農業共済をおすすめします！

収入保険をおすすめします！収入保険をおすすめします！

※収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）、野菜価格安定制度等を利用することもできます。

・ 全ての農業者が対象です。

・ 全ての農産物を対象に、自然災害や価格低下だけでなく、
　農業者の経営努力では避けられない収入減少を広く補償
　します。

・ 米、畑作物、家畜、農業用ハウスなどが自然災害によって
　受ける損失を補償します。

・ 青色申告を行っている農業者が対象です。
※令和７年の収入保険は、少なくとも令和６年分（保険期間の前年
　１年分）の青色申告（簡易な方式を含む）実績があれば加入でき
　ます！

・ 個人農業者の新規加入申請期限は、令和６年12月末までです。
（保険期間を令和７年１月～12月とする場合）

市場価格が下落 病気で収穫不能自然災害で減収 盗難や運搬中の事故

農業者を襲う様々なリスク…リスク…

お知らせ③ Information

　沖縄地域は台風の常襲地帯であり、毎年、農作物や施設に被害を及ぼし、農業
経営に大きな損失を与えています。自然災害だけでなく、ケガや病気、市場価格
の下落などの様々なリスクもあり、事前の“備え”が大切となります。
　そこで、ここでは収入保険と農業共済をご紹介します！

お知らせ④ Information

( 有 ) オキナワロイヤルクラフト

(株 ) あざみ屋 (株 ) オフィスハート

( 株 )OPPL ORION COSMETICS

　令
和
７
年
１
月
21
日
（
火
）
に
グ
ラ
ン
ド
メ
ル

キ
ュ
ー
ル
沖
縄
残
波
岬
リ
ゾ
ー
ト
に
て
、
展
示
商

談
会
「
果
報
庭
（
か
ふ
う
な
ぁ
）
」
を
開
催
し
ま

す
。　「

果
報
庭
」
は
、
県
内
の
ホ
テ
ル
・
卸
業
者
等

の
観
光
関
連
事
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
）
と
、
県
内
の

作
り
手
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
と
の
出
会
い
を
通

し
、

①
中
小
企
業
等
の
稼
ぐ
力
の
向
上

②
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
・
持
続
可
能
な
観

光
地
の
形
成
（
観
光
拠
点
に
お
け
る
県
内
商
品

の
取
扱
い
の
増
加
、
県
内
商
品
の
消
費
促
進
）

③
域
内
の
経
済
循
環
を
高
め
、
県
民
所
得
の
向
上

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　先
日
、
果
報
庭
に
出
展
す
る
県
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
40
者
が
、
選
定
委
員
会
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　果
報
庭
当
日
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
出
展
ブ
ー

ス
を
ご
自
由
に
回
っ
て
い
た
だ
き
、
商
品
情
報
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
が
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
の
際
に
ご
回
答
い
た
だ
く
自
社
の
関
心
分
野

に
沿
っ
て
、
自
社
ニ
ー
ズ
に
合
う
県
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
の
事
前
マ
ッ
チ
ン
グ
（
ご
商
談
は
果
報
庭

当
日
）
が
可
能
で
す
。

　ぜ
ひ
多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

　令
和
６
年
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
、
ご
来
場
い

た
だ
け
る
県
内
ホ
テ
ル
、
卸
事
業
者
な
ど
観
光
関

連
事
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
）
の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　出
展
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
一
覧
も
、
左
記
Ｈ
Ｐ
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（※

）
合
同
開
催
す
る
「
食
の
い
ち
ゃ
り
ば
展
示
商
談

会
」
の
参
加
申
込
も
同
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　昨
年
度
は
県
内
ホ
テ
ル
を
中
心
に
、
89
社
（※

）

の
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

「
様
々
な
県
内
企
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
製
品
も
あ
り

良
か
っ
た
」
「
県
内
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
作
り
た
い
」
と
い
っ
た
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
過
去
に
開
催
し
た
果
報
庭

に
お
い
て
、
成
約
に
至
っ
た
事
業
者
の
事
例
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（※

）
来
場
者
数
は
、「
果
報
庭
」
と
合
同
開
催
し
た
「
食

の
い
ち
ゃ
り
ば
展
示
商
談
会
」
と
の
合
計
。

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　中
小
企
業
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

県内ホテル・卸業者など
バイヤーの募集について

開
催
の
趣
旨

バ
イ
ヤ
ー
の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中
！

昨
年
度
参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
の
声

果
報
庭
で
、
で
き
る
こ
と（
バ
イ
ヤ
ー
向
け
）

－ 県内の作り手と売り手が出会える展示商談会 －

「
み
ど
り
認
定
（※

）
を
受
け

え
ば
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え
る
議
論
も
あ

り
、
同
地
域
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

※

み
ど
り
認
定
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
が
作

成
す
る
「
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
実
施
計

画
」
を
認
定
す
る
こ
と
で
す
。
認
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
く
取
組
は
、
国
が
税
制
・
金
融

措
置
に
よ
り
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　果
報
庭
概
要
は
こ
ち
ら

 

（
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
）

参
加
申
込
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

（
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
）
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リスク

農業者のみなさん！
リスクへの備えはできていますか？

Webサイトでは
様々な情報を
公開中！
http://www.maff.go.jp/j/
keiei/nogyohoken/

農業保険 検索
沖縄県農業共済組合 TEL：098-833-8188

北部支所 0980-52-4082
宮古支所 0980-72-4724

中南部支所 098-945-3293
八重山支所 0980-82-4780

詳しくは沖縄県農業共済組合までお問い合わせください。

自然災害
リスク
自然災害
リスク
をカバー
したい方
をカバー
したい方

様々な
リスク
様々な
リスク
をカバー
したい方
をカバー
したい方

農業保険は国の公的保険制度で、保険料（掛金）の国庫補助があります。

農業共済をおすすめします！農業共済をおすすめします！

収入保険をおすすめします！収入保険をおすすめします！

※収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）、野菜価格安定制度等を利用することもできます。

・ 全ての農業者が対象です。

・ 全ての農産物を対象に、自然災害や価格低下だけでなく、
　農業者の経営努力では避けられない収入減少を広く補償
　します。

・ 米、畑作物、家畜、農業用ハウスなどが自然災害によって
　受ける損失を補償します。

・ 青色申告を行っている農業者が対象です。
※令和７年の収入保険は、少なくとも令和６年分（保険期間の前年
　１年分）の青色申告（簡易な方式を含む）実績があれば加入でき
　ます！

・ 個人農業者の新規加入申請期限は、令和６年12月末までです。
（保険期間を令和７年１月～12月とする場合）

市場価格が下落 病気で収穫不能自然災害で減収 盗難や運搬中の事故

農業者を襲う様々なリスク…リスク…

お知らせ③ Information

　沖縄地域は台風の常襲地帯であり、毎年、農作物や施設に被害を及ぼし、農業
経営に大きな損失を与えています。自然災害だけでなく、ケガや病気、市場価格
の下落などの様々なリスクもあり、事前の“備え”が大切となります。
　そこで、ここでは収入保険と農業共済をご紹介します！

お知らせ④ Information

( 有 ) オキナワロイヤルクラフト

令和５年度果報庭会場の様子

( 株 ) あざみ屋 (株 ) オフィスハート

( 株 )OPPL ORION COSMETICS

　令
和
７
年
１
月
21
日
（
火
）
に
グ
ラ
ン
ド
メ
ル

キ
ュ
ー
ル
沖
縄
残
波
岬
リ
ゾ
ー
ト
に
て
、
展
示
商

談
会
「
果
報
庭
（
か
ふ
う
な
ぁ
）
」
を
開
催
し
ま

す
。　「

果
報
庭
」
は
、
県
内
の
ホ
テ
ル
・
卸
業
者
等

の
観
光
関
連
事
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
）
と
、
県
内
の

作
り
手
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
と
の
出
会
い
を
通

し
、

①
中
小
企
業
等
の
稼
ぐ
力
の
向
上

②
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
・
持
続
可
能
な
観

光
地
の
形
成
（
観
光
拠
点
に
お
け
る
県
内
商
品

の
取
扱
い
の
増
加
、
県
内
商
品
の
消
費
促
進
）

③
域
内
の
経
済
循
環
を
高
め
、
県
民
所
得
の
向
上

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　先
日
、
果
報
庭
に
出
展
す
る
県
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
40
者
が
、
選
定
委
員
会
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　果
報
庭
当
日
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
出
展
ブ
ー

ス
を
ご
自
由
に
回
っ
て
い
た
だ
き
、
商
品
情
報
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
が
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
の
際
に
ご
回
答
い
た
だ
く
自
社
の
関
心
分
野

に
沿
っ
て
、
自
社
ニ
ー
ズ
に
合
う
県
内
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
の
事
前
マ
ッ
チ
ン
グ
（
ご
商
談
は
果
報
庭

当
日
）
が
可
能
で
す
。

　ぜ
ひ
多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

　令
和
６
年
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
、
ご
来
場
い

た
だ
け
る
県
内
ホ
テ
ル
、
卸
事
業
者
な
ど
観
光
関

連
事
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
）
の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　出
展
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
一
覧
も
、
左
記
Ｈ
Ｐ
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　ま
た
、
合
同
開
催
す
る
「
食
の
い
ち
ゃ
り
ば
展

示
商
談
会
」
の
参
加
申
込
も
同
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
県
内
ホ
テ
ル
を
中
心
に
、
89
社
（※

）

の
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

「
様
々
な
県
内
企
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
製
品
も
あ
り

良
か
っ
た
」
「
県
内
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
作
り
た
い
」
と
い
っ
た
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
過
去
に
開
催
し
た
果
報
庭

に
お
い
て
、
成
約
に
至
っ
た
事
業
者
の
事
例
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（※

）
来
場
者
数
は
、「
果
報
庭
」
と
合
同
開
催
し
た
「
食

の
い
ち
ゃ
り
ば
展
示
商
談
会
」
と
の
合
計
。

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　中
小
企
業
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

県内ホテル・卸業者など
バイヤーの募集について

開
催
の
趣
旨

バ
イ
ヤ
ー
の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中
！

昨
年
度
参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
の
声

果
報
庭
で
、
で
き
る
こ
と（
バ
イ
ヤ
ー
向
け
）

－ 県内の作り手と売り手が出会える展示商談会 －

「
み
ど
り
認
定
（※

）
を
受
け

え
ば
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え
る
議
論
も
あ

り
、
同
地
域
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

※

み
ど
り
認
定
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
が
作

成
す
る
「
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
実
施
計

画
」
を
認
定
す
る
こ
と
で
す
。
認
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
く
取
組
は
、
国
が
税
制
・
金
融

措
置
に
よ
り
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
２
７

　果
報
庭
概
要
は
こ
ち
ら

 

（
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
）

参
加
申
込
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

（
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
）
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内閣府
沖縄総合事務局

● 那覇第２地方合同庁舎３号館が完成
　～那覇第２地方合同庁舎の全ての整備が完了しました！～
● 最盛期を迎える首里城正殿復元工事（その２）
● 沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言　
　～ 自家用車中心のライフスタイルからの転換に向けた 企業・個人の行動変容の促進について～

特集


